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決算額（構成比）
予算額（構成比）

ま
ち
の

台
所

令和６年度決算状況

令
和
６
年
度
の
決
算
状
況
と
令
和
７
年
度
の
予
算
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
や
国
の
補
助
金
は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

足
寄
町
の
家
計
簿
を
表
や
グ
ラ
フ
で
表
し
て
み
ま
し
た
。

一　般　会　計

歳 入

歳 出

地方譲与税
2億1,373万3千円（2.1%)
2億1,373万3千円（2.1%)

道支出金
5億7,576万2千円（5.6%)
5億8,594万1千円（5.6%)

その他
2億5,362万8千円（2.5%)
2億5,359万5千円（2.4%)

諸収入
5億568万5千円（4.9%）
5億554万円（4.8%)

その他
3億9,380万3千円（3.8%)
3億9,293万5千円（3.7%)

町債
12億3,069万8千円（11.9%)
12億4,818万8千円（11.9%)

地方交付税
49億9,426万4千円（48.5%)
49億9,426万4千円（47.5%)

102億9,795万6千円
105億427万9千円

農林水産業費
 9億3,391万8千円（9.2%)
 9億8,645万4千円（9.4%)

民生費
19億474万2千円（18.8%)
19億7,591万7千円（18.8%)

土木費
11億1,346万9千円（11.0%)
11億7,775万1千円（11.2%)

職員費
12億6,387万9千円（12.5%)
12億8,706万1千円（12.3%)

その他
 7億1,185万7千円（7.0%)
 7億6,793万5千円（7.3%)

教育費
 8億5,364万3千円（8.4%)
 9億188万2千円（8.6%)

衛生費
 9億1,712万5千円（9.1%)
 9億3,318万2千円（8.9%)

  101億4,091万2千円
  105億427万9千円

公債費
14億4,386万6千円（14.2%)
14億4,399万円（13.7%)

国庫支出金
7億6,982万3千円（7.5%)
8億159万9千円（7.6%)

町税
9億4,521万2千円（9.2%)
9億4,069万8千円（9.0%)

繰入金
4億1,534万8千円（4.0%）
5億6,778万6千円（5.4%）

自　 主 　財 　源
依

存

財

源

総務費
  9億9,841万3千円（9.8%)
  10億3,010万7千円（9.8%)

自主財源
22億6,004万8千円
24億695万9千円

依存財源
  80億3,790万8千円
  80億9,732万円

令和６年度決算状況

まちづくりに101億4,091万２千円が使われました

主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す

ふ
る
さ
と
足
寄
応
援
寄
附
推
進
事
業

３
６
１
１
万
５
千
円

　
ふ
る
さ
と
足
寄
応
援
寄
附
推
進
事
業
を
実
施

し
、
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
獲
得
に
向
け
た
取
り

組
み
を
行
い
ま
し
た
。

地
域
活
性
化
推
進
事
業

５
１
６
５
万
５
千
円

　
定
住
人
口
の
確
保
等
に
よ
る
地
域
活
性
化
を

図
る
た
め
、
町
内
建
設
事
業
者
等
に
よ
る
住
宅

の
新
築
・
改
築
等
を
行
っ
た
者
へ
の
補
助
金
交

付
等
を
行
い
ま
し
た
。

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
給
付
金
給
付
事
業

（
低
所
得
世
帯
支
援
分
）２

７
５
９
万
１
千
円

　
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る
住
民
税
非
課
税

世
帯
の
世
帯
主
に
対
し
て
１
世
帯
当
た
り
３
万

円
の
給
付
金
を
支
給
し
ま
し
た
。
ま
た
、
支
給

対
象
者
が
18
歳
以
下
の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る

場
合
は
児
童
１
人
あ
た
り
２
万
円
の
子
ど
も
加

算
金
を
支
給
し
ま
し
た
。

保
護
者
負
担
金
無
償
化
事
業

１
３
５
６
万
３
千
円

　
若
い
世
代
の
経
済
的
安
定
を
図
る
と
と
も
に
、

子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り
の
た

め
、
各
種
保
育
事
業
の
保
護
者
負
担
金
を
無
償

化
し
、
若
い
世
代
の
定
住
促
進
と
少
子
化
対
策

を
図
り
ま
し
た
。

農
業
担
い
手
育
成
支
援
事
業

３
３
５
０
万
４
千
円

１人当たりに使われた
お金の内訳は

収入　1,757,630円
支出　1,730,826円
令和７年３月31日現在

人口　5,859人

（収入）
地方交付税 852,408円
町 債 210,053円
町 税 161,327円
国庫支出金 131,392円
道 支 出 金 98,270円
諸 収 入 86,309円
地 方 譲 与 税 36,479円
繰 入 金 70,891円
そ の 他 110,501円

（支出）
民 生 費 325,097円
公 債 費 246,435円
職 員 費 215,716円
土 木 費 190,044円
総 務 費 170,407円
農林水産業費 159,398円
衛 生 費 156,533円
教 育 費 145,698円
そ の 他 121,498円

　
新
規
就
農
者
を
誘
致
し
、
足
寄
町
新
規
就
農

者
等
誘
致
促
進
条
例
に
基
づ
く
各
種
補
助
金
の

交
付
や
資
金
の
貸
付
を
行
い
、
農
業
の
担
い
手

育
成
・
確
保
を
図
り
ま
し
た
。

農
業
振
興
管
理
経
費
（
物
価
高
騰
対
応
）

４
１
０
０
万
円

　
原
油
価
格
や
飼
料
、
資
機
材
等
の
物
価
高
騰

の
影
響
を
受
け
て
農
業
経
営
に
支
障
が
生
じ
て

い
る
農
業
者
に
対
し
、
物
価
高
騰
対
応
農
業
継

続
支
援
補
助
金
を
交
付
す
る
こ
と
で
、
農
業
経

営
の
安
定
と
営
農
意
欲
の
維
持
を
図
り
ま
し
た
。

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業

２
億
１
６
０
万
６
千
円

　
農
業
生
産
条
件
が
不
利
な
中
山
間
地
域
に
お

け
る
農
業
生
産
活
動
の
継
続
支
援
施
策
で
あ
る

「
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
」
を
活
用
し
、

農
業
・
農
村
が
持
つ
多
面
的
機
能
の
維
持
・
増

進
を
図
り
ま
し
た
。

森
林
環
境
推
進
事
業

５
４
３
６
万
６
千
円

　
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
て
林
道
や
私
有

林
内
の
作
業
道
の
維
持
管
理
を
行
う
こ
と
で
、

森
林
環
境
の
保
全
を
図
り
ま
し
た
。

商
工
振
興
対
策
経
費

２
７
３
８
万
８
千
円

　
町
商
工
会
の
運
営
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

商
工
会
が
行
う
小
規
模
事
業
者
の
経
営
改
善
に

向
け
た
取
り
組
み
や
中
小
企
業
の
設
備
投
資
等

へ
の
補
助
を
行
う
こ
と
で
、
中
小
企
業
の
経
営

強
化
や
経
営
継
続
を
支
援
し
ま
し
た
。

橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
事
業

１
億
18
万
３
千
円

　
老
朽
化
し
た
橋
梁
が
今
後
増
大
す
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
修
繕
な
ど
を
行
い

長
寿
命
化
を
図
り
ま
し
た
。

螺
湾
小
学
校
改
修
事
業

１
９
２
５
万
円

　
老
朽
化
し
た
螺
湾
小
学
校
体
育
館
床
板
の
改

修
を
行
い
、
施
設
の
長
寿
命
化
を
図
り
ま
し
た
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
（
特
別
会
計
）

10
億
６
１
２
０
万
１
千
円

　
施
設
の
老
朽
化
等
に
よ
る
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
お
よ
び
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
新
築

工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

上
水
道
事
業
（
企
業
会
計
）

４
６
９
２
万
６
千
円

　
水
の
安
定
供
給
を
図
る
た
め
、
道
路
改
良
工

事
に
伴
う
配
水
管
の
移
設
・
敷
設
替
工
事
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

下
水
道
事
業
（
企
業
会
計
）

２
３
１
万
円

　
足
寄
町
公
共
下
水
道
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
計
画
に
基
づ
き
、
旭
町
第
２
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ

ン
プ
場
の
更
新
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

足
寄
町
国
民
健
康
保
険
病
院
器
械
備
品
購
入

（
企
業
会
計
）

４
３
０
１
万
１
千
円

　
一
般
Ⅹ
線
撮
影
間
接
変
換
Ｆ
Ｐ
Ｄ
装
置
、
多

用
途
透
析
用
監
視
装
置
な
ど
の
機
械
器
具
を
購

入
し
ま
し
た
。
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目 的 別 借 入 先 別

企　業　会　計

会　　　計　　　名 収入 支出

上 水 道 事 業
収 益 的 収 支 決 算 額 １億６,５６０万８千円 １億３,３６５万９千円
資 本 的 収 支 決 算 額 ３,５６２万２千円 ７,１０８万７千円

下 水 道 事 業
収 益 的 収 支 決 算 額 ３億７,６７４万５千円 ３億８,０１０万９千円
資 本 的 収 支 決 算 額 ４,４６１万５千円 １億５７１万５千円

病 院 事 業
収 益 的 収 支 決 算 額 １０億９,５６０万９千円 １１億２,８６５万６千円
資 本 的 収 支 決 算 額 ８,３８０万６千円 １億１,１３９万１千円

会　　計　　名 歳 入 決 算 額 歳 出 決 算 額 差引
国 民 健 康 保 険 事 業 ８億３,０１２万２千円 ８億２,９１８万９千円 ９３万３千円

簡 易 水 道 ５,５４２万５千円 ５,５４２万５千円 ０円

介 護 保 険 ８億３,９０４万９千円 ７億２,１６５万円 １億１,７３９万９千円

介 護 サ ー ビ ス 事 業 １３億８,８０９万９千円 １３億８,８０９万９千円 ０円

後 期 高 齢 者 医 療 １億５,２３５万８千円 １億５,１６４万９千円 ７０万９千円

資 源 ご み 処 理 等 事 業 ８,９０９万３千円 ８,６２６万２千円 ２８３万１千円

特　別　会　計

町の財産
土地� 123,515,593㎡
公 の 施 設� 2,201,536㎡
宅 地� 229,425㎡
山 林� 93,268,947㎡
そ の 他� 27,815,685㎡

建物� 128,998㎡
学 校� 18,134㎡
公 営 住 宅� 27,396㎡
そ の 他� 83,468㎡

車両� 107台
乗用自動車� 21台
軽 自 動 車� ６台
貨物自動車� 34台
バ ス� 16台
特殊自動車� 14台
（ショベル、グレーダーなど）
そ の 他� 16台

基金� 58億1,900万８千円
土地開発基金
� 3,789万５千円
その他の基金
� 57億8,111万３千円

証券その他の権利
� ３億1,163万３千円

町が借りているお金【町債】
一般会計・借入残高　107億6,329万３千円

令和６年度決算状況

緊急防災・減災事業債
  2億765万4千円
緊急防災・減災事業債
  2億765万4千円
土地区画整理事業債
  2億2,126万6千円
土地区画整理事業債
  2億2,126万6千円

その他
2億6,252万9千円
その他
2億6,252万9千円

緊急自然災害防止
対策事業債
  1億6,510万円

緊急自然災害防止
対策事業債
  1億6,510万円

辺地対策事業債
14億1,378万8千円
辺地対策事業債
14億1,378万8千円

公営住宅債
  1億4,042万6千円
公営住宅債
  1億4,042万6千円

臨時財政対策債
22億4,555万3千円
臨時財政対策債
22億4,555万3千円

過疎対策事業債
60億607万7千円
過疎対策事業債
60億607万7千円

財　務　省

92億7,277万7千円

地方公共団体金融機構等
14億111万5千円

銀　行　等　     4,885万9千円
そ　の　他　 　 4,054万2千円

脱炭素化推進事業債
1億90万円
脱炭素化推進事業債
1億90万円

令和７年４月から令和７年９月までの収入・支出状況です

一　般　会　計 一般会計　支出済額　38億4,249万５千円

企　業　会　計

会　　　　　計　　　　　名 予 算 額 収 入 済 額 支 出 済 額

上水道事業
収益的収入及び支出 １億６,６１０万１千円 ８,１５９万３千円 ６,２２８万５千円
資本的収入及び支出 ９,０００万９千円 － ３,５８１万７千円

下水道事業
収益的収入及び支出 ３億７,５５３万４千円 １億８,１８１万６千円 １億４,４７４万９千円
資本的収入及び支出 １億４７４万３千円 ２,４２２万７千円 ５,１９４万１千円

病 院 事 業
収益的収入及び支出 １３億３,０７９万５千円 ５億５,８９７万７千円 ５億６,４８８万４千円
資本的収入及び支出 １億１,８０１万５千円 ４,３１８万１千円 ５,８８９万４千円

会　　計　　名 予 算 額 収 入 済 額 支 出 済 額 執 行 率
国 民 健 康 保 険 事 業 ８億２,８５０万２千円 ２億９,６００万８千円 ２億８,８９４万２千円 ３４.９％

簡 易 水 道 ５,０５３万６千円 ４１２万３千円 １,８６２万１千円 ３６.８％

介 護 保 険 １０億３７８万９千円 ４億７,６５３万７千円 ２億８,９９６万１千円 ２８.９％

介 護 サ ー ビ ス 事 業 ２１億５,１７２万８千円 ５,０４２万４千円 ８億１,０１９万円 ３７.７％

後 期 高 齢 者 医 療 １億６,０３２万４千円 ５,１１５万５千円 ５,２３３万４千円 ３２.６％

資 源 ご み 処 理 等 事 業 １億１２２万３千円 ２,６５９万１千円 ３,４４４万７千円 ３４.０％

特　別　会　計

令和７年度予算執行状況

16億4,987万円

歳出 予算現額　　　  114億2,755万8千円
支出済額　　　　38億4,249万5千円(34％)

歳入 予算現額　　　  114億2,755万8千円
収入済額　　　　47億2,361万5千円(41％)

(　)内は執行率(　)内は収入率

23億4,028万3千円
民生費

4億9,981万1千円(21%)

13億2,820万1千円
職員費

6億566万5千円(46%)

9億7,421万3千円

国　庫
支出金

6億4,883万円(67％)

1億721万円(18％)

11億8,192万2千円
総務費

3億211万6千円(26%)

12億3,692万7千円農　林
水産業費 1億7,531万8千円(14%)

その他

地　方
交付税

4億9,730万3千円
諸収入

5,785万円(12%)

8億9,907万8千円

4億1,950万千円(47%)

5億9,801万6千円

7億7,610万6千円

道支出金

1億2,386万4千円(16％)

10億3,381万6千円
衛生費

4億5,402万円(44%)

11億5,703万5千円
土木費

その他

　　12億172万6千円

町　税

0円(0%)

14億8,910万円
町　債

0円(0%)

繰入金

14億9,950万4千円
公債費

7億5,526万6千円(50%)

49億9,201万6千円

33億6,635万8千円(67%)

2億8576万2千円(25%)

7億6,453万7千円(46%)
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今
回
で
10
回
目
と
な
る
足
寄
高
校
生
海
外

研
修
派
遣
事
業
が
10
月
17
日
か
ら
24
日
ま
で

の
日
程
で
行
わ
れ
、
姉
妹
都
市
の
カ
ナ
ダ
・

ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ
ン
市
な
ど
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
生
徒
58
人
と
引
率
・
随
行
８
人
の
66
人
か

ら
な
る
訪
問
団
は
、
ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ
ン
・

足
寄
友
好
協
会
の
心
温
か
い
歓
迎
を
受
け
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
交
流
活
動
を
通
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
人
と
の
出
会
い
や
異
文
化
を
体
験
し

ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
、
こ
の
研
修
に
参
加
し
、
た

く
さ
ん
の
思
い
出
と
素
晴
ら
し
い
経
験
が
で

き
た
よ
う
で
す
。

10／17㈮　足寄町→新千歳空港→成田空港→カルガリー
　　　　　→ウェタスキウィン市
　　18㈯　ホストファミリーとのフリータイム
　　19㈰　ホストファミリーとのフリータイム、返礼夕食会
　　20㈪　レイノルズ博物館での交流活動
　　21㈫　ウェタスキウィン市→バンフ・カナディアンロッ
　　　　　キー視察
　　22㈬　バンフ→カルガリー空港→成田空港
　　23㈭　成田空港着（ホテル泊）
　　24㈮　羽田空港→足寄町

主なスケジュール

世界に羽ばたけ！足高生世界に羽ばたけ！足高生
― 足寄高校生海外研修派遣事業 ―― 足寄高校生海外研修派遣事業 ―

研 修 を 終 え て

２
Ａ　
山
内　
聡
一
朗
さん

　
「
カ
ナ
ダ
と
日
本
の
違
い
」

　
私
は
カ
ナ
ダ
研
修
に
行
く
前
、
と
て
も
緊

張
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
初
め
て
の
外
国
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
不
安
も
あ
り
ま
し
た
。

知
ら
な
い
世
界
に
飛
び
込
む
こ
と
に
、
身
構

え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
い
ざ
飛
び
込
ん

で
み
る
と
、
思
っ
て
い
た
ほ
ど
大
き
な
違
い

は
感
じ
る
こ
と
な
く
、
日
本
に
い
る
と
き
と

あ
ま
り
変
わ
ら
ぬ
感
覚
で
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
研
修
を
通
し
て
、
私
は
恐

れ
ず
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
ろ
う
と

す
れ
ば
、
た
と
え
言
語
が
違
う
相
手
で
も
親

し
く
な
れ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
こ
の
学

び
を
将
来
の
自
分
の
た
め
に
生
か
し
、
他
文

化
を
恐
れ
ず
に
受
け
入
れ
て
い
け
る
自
分
で

あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

２
Ｂ　
神
田　
さ
く
ら
さん

　
「
気
づ
き
は
現
地
に
あ
る
」

　
カ
ナ
ダ
研
修
で
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る

こ
と
は
、
想
像
し
て
い
た
よ
り
も
現
地
の
方
々

は
親
切
で
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
、
時
間
に
縛
ら

れ
ず
に
自
分
の
ペ
ー
ス
で
生
活
し
て
い
た
こ

と
で
す
。

　
そ
し
て
私
が
こ
の
研
修
を
通
し
て
学
ん
だ

こ
と
は
、
考
え
方
や
感
じ
方
が
違
う
た
め
、

互
い
の
認
識
に
ず
れ
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、
相
手
を
認
め
合
う
寛
大
な
心
を

持
つ
こ
と
が
大
切
だ
と
学
び
ま
し
た
。
ま
た

上
手
く
言
葉
が
伝
わ
ら
な
く
て
も
表
現
の
仕

方
や
雰
囲
気
等
で
通
じ
る
と
気
づ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
今
後
、

困
難
な
場

面
が
あ
っ

て
も
対
応

で
き
る
力

を
培
い
、

他
者
を
尊

重
す
る
こ

と
を
忘
れ

ず
に
過
ご

し
て
い
き

た
い
と
感

じ
ま
し

た
。

２
Ｂ　
中
原　
希
絆
さん

　
「
国
を
超
え
た
交
流
」

　
カ
ナ
ダ
研
修
で
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
、

コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
高
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
と
の

交
流
で
す
。
最
初
は
英
語
で
会
話
で
き
る
か

不
安
で
し
た
が
、
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
高
校
の
生

徒
の
皆
さ
ん
は
明
る
く
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
方

が
多
く
、
す
ぐ
に
打
ち
解
け
て
楽
し
く
交
流

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
言
葉
が

通
じ
な
く
て
も
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
や
表
情
で

想
い
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
を
通
し
て
人
と
積
極
的
に
関
わ

ろ
う
と
す
る
こ
と
、
自
分
の
感
情
を
相
手
に

伝
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　
私
は
自
分
か
ら
人
と
関
わ
ろ
う
と
す
る
こ

と
が
苦
手
で
し
た
が
、
今
後
は
カ
ナ
ダ
研
修

で
学
ん
だ
こ

と
を
生
か
し

て
、
た
く
さ

ん
の
人
と
積

極
的
に
関
わ

っ
て
成
長
し

て
い
き
た
い

で
す
。

２
Ｂ　
波
多
野　
蒼
海
さん

　
「
カ
ナ
ダ
で
の
経
験
を
踏
ま
え
て
」

　
私
の
カ
ナ
ダ
研
修
で
の
思
い
出
は
、
毎
晩

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
ゲ
ー
ム
を
し
た
こ
と

で
す
。
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
１
日
目
で
す
。
そ
の
日
は
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
友
達
が
家
に
来
て
、
マ
リ

オ
カ
ー
ト
や
Ｕ
Ｎ
Ｏ
、
ジ
ェ
ン
ガ
な
ど
を
し

て
楽
し
み
ま
し
た
。
と
て
も
い
い
思
い
出
に

な
り
ま
し
た
。

　
私
は
、
自
分
の
気
持
ち
を
う
ま
く
伝
え
ら

れ
な
い
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

英
単
語
だ
け
で
な
く
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
も
交
え

て
話
す
こ
と
で
、
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
が

で
き
る
場
面
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
経

験
は
、
海
外
だ
け
で
な
く
普
段
の
生
活
で
も

役
立
つ
と
思
い
ま
す
。
今
後
は
、
こ
の
経
験

を
生
か
し
て
相
手
に
う
ま
く
伝
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
た
い
で
す
。
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小学校発表会 ・ どんぐり発表会小学校発表会 ・ どんぐり発表会

芽登小学校・芽登保育所学習発表会 10/30芽登小学校・芽登保育所学習発表会 10/30

町認定こども園どんぐり発表会 11/ ８町認定こども園どんぐり発表会 11/ ８

写真画像のデータをご希望の方は広報広聴担当まで

夜の博物館
　足寄動物化石博物館（安藤達郎館長）で「ナ
イトミュージアム」が開催され、仮装した子
どもと保護者など約２００人が参加しました。
館内にはメキシコの「死者の日」をモチーフ
にしたガイコツを装飾し死者を弔う祭壇が作
られました。またミニチュア標本鑑定に正解
した人限定でミニ発掘がプレゼントされ、薄
明かりの中で化石掘りを楽しみました。

　螺湾小学校（喜多徹校長）で本町人権擁護
委員の小林雅子さん、寺地優さん、沼田聡さんを講
師に迎え、人権教室が行われました。
　児童らは、はじめに寺地さんから「人権と
は」という話を聞いた後、身体に障がいのあ
る人や人種差別への対応に関する映像を視聴
し、実際自分だったらどのような対応をする
のか一人ずつ発表を行いました。

人権について学ぶ

　「第一生命の森」づくりが里見が丘の町有
林で開催され、親子連れや林業関係者約80人
が参加しました。町有林約１ｈａに４種類（５
００本）の苗木を１本ずつ丁寧に植えました。
この活動は第一生命保険株式会社と町、一般
社団法人ｍｏｒｅｔｒｅｅｓの「第一生命の
森」づくり協働宣言による森林保全や多様性
のある森づくりとして行われました。

豊かな森を育てる

10/2510/25

10/2510/25

　足寄小学校（池田圭子校長）で３年生を対
象に「防災出前授業」が実施されました。斉
藤井出建設株式会社（齋藤和之代表取締役）
と帯広開発建設部足寄道路事務所（小嶋篤志
所長）が今年２月の大雪時の除雪状況や建設
業の役割について動画や写真パネルを使って
解説した後、児童たちは除雪車両の見学や乗
車体験を行いました。

建設業の役割を学ぶ10/2310/23

10/2810/28
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町ホームページのあしょろルポでは、取材写真
を多数掲載しています。ぜひご覧ください。

　足寄中学校（阿部昌己校長）の３年生を対
象にフルコース体験学習が行われました。
　町内の生産者らで組織する「あしおこし隊」
（沼田正俊隊長）が企画し、フレンチレスト
ラン「ビストロカリーノ」（帯広市）の金賀
剛彦シェフらが足寄産の食材を中心に十勝の
食材を使用したフルコースを振る舞いました。

地元の食材を堪能する

キッズベースボール

　交通事故死ストップ十勝百日作戦・安全運
転管理者事業所訪問（町交通安全推進委員会
主催）が行われ、町交通安全協会（沼澤康弘
会長）や町交通安全指導員会（高橋勝伸会長）、
本別警察署（伊林潤署長）ら関係者15人が参
加しました。参加者は３班に分かれ、町内42
事業所を訪問し、交通安全啓発グッズを手渡
し、交通安全を呼び掛けました。

町民のつどい

交通安全を呼び掛ける 11/1311/13

　キッズベースボール（町教育員会主催、全
10回）が町総合体育館で開催され、年中・年
長児14人が参加しました。足寄高校野球部池
田剛基監督を講師にキャッチボールやバッテ
ィングなどの練習に加え、鬼ごっこなども組
み入れるなど、さまざまな運動体験をすると
ともに、元気良くあいさつすることなどスポ
ーツを通じて人間性も学びました。

　第38回ふるさとを考える町民のつどい（自
治会連合会主催、二川靖会長）が道の駅あし
ょろ銀河ホール21で開催され、69人が参加し
ました。基調講演では、気象予報士で防災士
の菅井貴子さんが「異常気象は日常現象？これ
からの地球で生きるために必要なこと」と題
し、近年、話題になっている異常気象や対策
について話されました。

11/2111/21

11/1611/16

10/3010/30

　
皆
さ
ん
が
日
頃
か
ら
町
行
政
に
対
し
て
感

じ
て
い
る
こ
と
、
こ
ん
な
ア
イ
デ
ア
を
ま
ち

づ
く
り
に
生
か
し
て
ほ
し
い
な
ど
、
ど
ん
な

内
容
で
も
結
構
で
す
の
で
「
Ａ
メ
ー
ル
」
を

使
っ
て
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
や
ご
要
望
な

ど
は
、
全
て
に
町
長
が
目
を
通
し
、
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
特
定
の
個
人
を
ひ
ぼ
う
、
中
傷
す

る
も
の
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

詳
細　
役
場
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
広
報
広
聴

担
当

�

☎
28

－

３
８
６
３

　
皆
さ
ん
の
声
を
お
聞
き
し
、
行
政
運
営
に
反
映
さ
せ
る
「
町
長
と
の
ふ
れ
あ
い
懇
談
会
」

を
10
月
27
日
か
ら
10
月
30
日
に
か
け
町
内
４
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
「
人
口
減
少
対
策
と
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
説
明
が
行
わ

れ
た
後
、
地
域
の
課
題
や
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。
懇
談
会
で
い
た
だ

い
た
意
見
や
要
望
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

み
ん
な
の
広
場
Ａ
メ
ー
ル

質
問
：
野
生
鳥
獣
被
害
、
特
に
シ
カ
や
ク
マ

の
被
害
に
つ
い
て
。
ハ
ン
タ
ー
と
の
つ
な
が

り
が
な
い
。

―
―
町
内
に
は
約
50
人
の
ハ
ン
タ
ー
が
い
る
。

昨
年
、
シ
カ
は
約
２
８
０
０
頭
、
ク
マ
は
10

頭
以
上
駆
除
し
て
お
り
、
駆
除
頭
数
は
と
も

に
増
え
て
い
る
が
、
農
業
被
害
は
増
加
し
て

い
る
状
況
に
あ
る
。
特
に
シ
カ
の
被
害
が
多

く
、
シ
カ
の
頭
数
を
さ
ら
に
減
ら
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
猟
友
会
の
事
務
局
が
役
場
農
林
課
に
あ
る

の
で
、
ハ
ン
タ
ー
へ
の
駆
除
依
頼
を
含
め
、

農
業
被
害
を
拡
大
さ
せ
な
い
た
め
に
、
猟
友

会
と
し
て
ど
の
よ
う
な
支
援
・
連
携
体
制
を

と
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
可
能
か
、
情
報
交

換
を
し
た
い
。

質
問
：
患
者
輸
送
バ
ス
を
利
用
す
る
と
帰
り

が
遅
く
、
国
保
病
院
の
待
合
室
で
ず
っ
と
待

っ
て
い
る
状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
。
冬
は
寒

い
の
で
、
２
回
に
１
回
で
も
早
く
帰
れ
る
日

が
あ
れ
ば
い
い
な
と
思
う
。

―
―
バ
ス
の
時
間
は
み
ん
な
が
乗
れ
る
よ
う

に
遅
い
時
間
に
合
わ
せ
て
い
る
。
冬
は
人
の

出
入
り
で
寒
い
か
も
し
れ
な
い
。
国
保
病
院

で
寒
さ
を
し
の
げ
る
待
合
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

が
可
能
か
検
討
し
た
い
と
思
う
。

　
バ
ス
は
毎
日
走
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
要
望
が
あ
り
、
全
員
の

希
望
に
応
え
き
れ
て
い
な
い
。
患
者
輸
送
バ

ス
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
々
の
ニ
ー
ズ
等
を

把
握
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な
げ
ら
れ

る
も
の
が
な
い
か
検
討
し
た
い
。

質
問
：
総
合
計
画
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
住

民
と
問
題
意
識
を
共
有
し
と
も
に
考
え
、
役

割
分
担
を
し
、
協
力
し
合
う
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
」
の
中
の
役
割
分
担
と
は
何
か
？
町
民

に
何
を
期
待
し
て
い
る
の
か
。

―
―
ま
ち
づ
く
り
に
関
し
て
行
政
だ
け
で
は

な
く
、
自
治
会
や
個
人
、
会
社
な
ど
で
、
ま

ず
は
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う

こ
と
を
お
願
い
し
た
い
。
そ
こ
で
協
力
で
き

る
こ
と
が
あ
れ
ば
力
を
貸
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
足
寄
に
住
み
続
け
る
た
め
に
、
他
人
事

で
は
な
く
自
分
事
と
し
て
。
町
で
や
れ
な
い

部
分
も
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が

や
れ
る
と
こ
ろ
を
お
願
い
し
、
み
ん
な
で
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問
：
人
口
減
少
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、

足
寄
町
は
若
者
の
雇
用
の
場
が
少
な
い
。
足

寄
町
に
企
業
を
呼
び
込
ん
で
、
少
し
で
も
人

町
長
と
の
ふ
れ
あ
い
懇
談
会

町
長
と
の
ふ
れ
あ
い
懇
談
会

口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
か
。

―
―
町
内
に
は
人
手
が
足
り
て
い
な
い
職
場

も
た
く
さ
ん
あ
る
。
た
だ
若
者
に
選
ば
れ
な

い
と
こ
ろ
が
問
題
な
の
か
と
思
う
。
若
い
人

に
魅
力
あ
る
職
場
に
変
え
る
必
要
が
あ
る
。

昔
は
終
身
雇
用
が
あ
た
り
ま
え
だ
っ
た
が
今

は
転
職
の
時
代
。
少
し
で
も
長
く
働
い
て
も

ら
え
る
職
場
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

　
足
寄
の
町
自
体
は
広
い
が
「
平
ら
な
場
所
」

が
少
な
く
広
い
土
地
が
必
要
な
企
業
の
誘
致

は
難
し
い
が
、
小
さ
な
事
務
所
や
営
業
所
な

ど
で
も
足
寄
に
置
い
て
も
ら
え
る
よ
う
、
企

業
支
援
策
の
Ｐ
Ｒ
等
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
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Ashoro Information
まちのお知らせと情報

あしょろ　インフォメーション

家屋を取り壊した場合は届け出が
必要です！

詳　細　役場住民・出納課課税担当
　　　　☎２８－３８５９

冬季間通行止めのお知らせ

区　間　①②道道モアショロ原野螺湾足寄停車場線　③道道オンネトー線
　　　　④林道置戸・阿寒線（旧緑資源幹線林道）
期　間　①③④令和８年４月９日㈭午前10時まで　②令和８年５月７日㈭午前10時まで※予定

国道２４１号国道２４１号

オンネトーオンネトー

雌阿寒温泉雌阿寒温泉

←
国
道
２
４

←
国
道
２
４
１１
号号

林
道
置
戸
・
阿
寒
線

林
道
置
戸
・
阿
寒
線

（
旧
緑
資
源
幹
線
林
道
）

（
旧
緑
資
源
幹
線
林
道
） 道道モアショロ原野道道モアショロ原野

螺湾足寄停車場線螺湾足寄停車場線

道道道道

オンネトー線オンネトー線

④
７
・
１
㎞

④
７
・
１
㎞

①３.２km①３.２km ②４.８km②４.８km ③３.３km③３.３km

←
上
螺
湾

←
上
螺
湾

　次の区間が冬季間通行止めとなりますのでお知らせします。期間中は立ち入り禁止です。万が一
立ち入る必要が生じた場合は、各道路管理者にご相談ください。

詳　細　①②③帯広建設管理部足寄出張所　管理調整主査　☎２５－３１５４
　　　　④役場総務課防災担当　☎２５－２１４１

家屋を取り壊した方へ
　令和７年１月１日から12月31日までに家屋を
取り壊した場合は、令和７年中に下記までご連
絡ください。現地確認後、翌年度の課税台帳か
ら削除します。
　連絡がない場合、次年度
以降も固定資産税が課税さ
れる可能性があります。
　なお、年内に法務局へ滅
失登記をしたものは連絡不
要です。

家屋実地調査にご協力ください
　家屋（車庫・物置を含む）
を新築・増築・改築した方
などを対象に家屋の現地調
査を行っています。
　この調査は固定資産税の
評価額を算出するために、
家屋の間取りや使用資材を確認するものです。
皆さんのご協力をお願いします。

ストップ！税の滞納～滞納整理を
強化しています

詳　細　役場住民・出納課収納担当
　　　　☎２８－３８５９

　町民の皆さんが納付している町税や国民健康
保険税、介護保険料・後期高齢者医療保険料等
の徴収金は、福祉・教育・生活環境の整備など、
行政サービスを充実させるために欠かせない財
源となります。
　納期限までに納付されなかった方には督促状
を送付します。督促状を発送した日から起算し
て10日を経過した日までに完納されなかった場
合には、財産の調査や住居内の捜索を行い、法
に従って財産の差し押さえ等を執行することに
なります。
　また、納期限までに納められない税金や保険
料については、法律で定められた割合で延滞金
が加算されます。
　滞納を放置して捜索や差し押さえを受けるこ
とになると、あなたの経済的事情や社会的信用
が大きな打撃を受けることになります。
　病気や災害、失業、事業の不
振など、納付できない事情があ
る場合は一刻も早くご相談くだ
さい。

Ashoro Information
　　　まちのお知らせと情報

あしょろ　インフォメーション

20歳以上の女性の皆さんへ
子宮・乳がん検診費用助成クーポンのご案内

　帯広市や町内医療機関での子宮頸がん、乳がんの検診費用の一部を町が助成し、集団検診と同様
の金額でご自分の都合の良い時に受診が可能です。子宮がん・乳がんのどちらも早期発見により適
切な治療が行われれば良好な経過が期待できます。ぜひ、日々の健康管理にご活用ください。

子宮がん検診 乳がん検診

受診可能
医療機関

帯広厚生病院・帯広協会病院・慶愛病院・
慶愛女性クリニック・坂野産科婦人科・
帯広レディースクリニック・町国民健康保険
病院

帯広厚生病院・帯広協会病院・北斗病院・
帯広第一病院・上徳整形外科乳腺外科・
めぐみ乳腺クリニック

対　象　者
(上限なし ) 本年度、20歳以上の町民 本年度、30歳以上の町民

検診内容 問診・視診・内診・頸部細胞診
※体部細胞診は医師が必要と認めた方のみ

問診・マンモグラフィー検査
（30～40歳代：２方向、50歳以上：１方向）

自己負担額
子宮頸がん検診　　　１，４００円
子宮体がん検診　　　　　９００円
※生活保護受給者は無料

30～40歳代（２方向）　　２，１００円
50歳以上（１方向）　　　１，６００円
※生活保護受給者は無料

受診方法
１．町へ申し込み（電話またはオンライン）
２．町の発行する「助成クーポン券」を持参して個別に受診
※申し込みから１週間以内に受診を希望する場合は、電話のみ受け付け。
　病院によって予約が必要となります。

受診期間 令和８年３月31日まで

詳細・申し込み先　役場こども・健康課保健推進担当　☎２５－２５７１

オンライン申し込み

母子・父子・寡婦福祉資金貸付制度
について

詳　細　役場こども・健康課福祉担当
　　　　☎２５－２２１６
　　　　十勝総合振興局社会福祉課
　　　　☎０１５５－２７－８７０４

　北海道では、母子家庭や父子家庭などの経済的自
立の助成と生活意欲の助長・増進を図るため、さま
ざまな貸し付けを行っています。
対象者
　母子家庭、父子家庭、寡婦、父母のいない児童
貸付種類　①修学資金　②就学支度資金　③生活資
金　④就職支度資金　⑤技能習得資金　⑥修業資
金　⑦事業開始資金　⑧事業継続資金　⑨医療介護
資金　⑩住宅資金　⑪転宅資金　⑫結婚資金

貸付金額・償還期間　
　貸付金の種類により異なります
貸付利子　貸付金の種類、連帯保証人の有無によっ
て異なりますが、無利子または年利１．０％
※貸付決定までに時間を要する場合がありますので、
貸付制度の利用を希望する場合はお早めにご相談
ください。

年末年始のごみ収集のお休み
について

詳　細　役場住民・出納課環境衛生担当
　　　　☎２８－３８５８

　年末年始は次の期間、ごみの収集をお休
みしますので、ご理解ご協力のほどよろし
くお願いします。なお、年末はごみが増加
する傾向にあります。計画的なごみの廃棄
をお願いします。
お休み期間　12月31日～１月５日

ごみの直接搬入を希望される場合
　銀河クリーンセンターは、１月５日から
開館しているため、直接搬入を希望される
方はご利用ください。
休館日　日曜日、12月31日～１月３日、第
　２・第４土曜日

お知らせ

Ashoro

Info

お知らせ

Ashoro

Info
お知らせ

Ashoro

Info

お知らせ

Ashoro

Info

お知らせ

Ashoro

Info

お知らせ

Ashoro

Info
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詳　細　役場住民・出納課保険担当　☎２８－３８５７
　　　　北海道後期高齢者医療広域連合　☎０１１－２９０－５６０１

後期高齢者医療制度のお知らせ
～医療費のお知らせ（医療費通知）について～

　健康管理の重要性をより強く意識していただくため、対象期間に医療機関等を受診し
たすべての被保険者の皆様へ診療日数や医療費等を掲載した「医療費のお知らせ（医療
費通知）」を年２回、ハガキで送付しています。

■「医療費のお知らせ」とは

◆「医療費のお知らせ」を活用しましょう
　診療日数や医療費等に間違いがないか確認するとともに、医療費の推移や健康状況を
把握することで自身の健康管理に努めましょう。

◆医療費控除の申告について
　医療費控除の申告手続で医療費の明細書として使用することができます。医療費控除
の申告に関することは、税務署にお問い合わせください。

◆発送予定月・対象診療月

発送予定月 診療月

令和８年１月（上旬） 令和７年１～９月

令和８年２月（下旬） 令和７年10～12月

　医療費通知を紛失したときや汚れたときは再発行することができます。再発行をご希
望の場合は役場住民・出納課保険担当までお申し出ください。
　なお、再発行には時間を要しますので、あらかじめご了承ください。

　受診した覚えのない医療機関等の記載がある場合は、北海道後期高齢者医療
広域連合へご連絡ください。

【イメージ図】

　
令
和
４
年
版
高
齢
社
会
白
書
に
よ
る
と
、

過
去
１
年
間
に
お
い
て
、
65
歳
以
上
の
人
の

う
ち
社
会
活
動
に
参
加
し
た
割
合
は
、
51
・

６
％
で
し
た
。
活
動
内
容
に
つ
い
て
は
、
健

康
・
ス
ポ
ー
ツ
・
趣
味
活
動
と
さ
ま
ざ
ま
で

す
。
ま
た
社
会
活
動
に
参
加
し
た
人
の
84
・

７
％
が
「
生
き
が
い
を
感
じ
て
い
る
」
と
回

答
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
社
会
活
動
に
参
加

し
て
い
な
い
人
が
生
き
が
い
を
感
じ
て
い
る

割
合
は
、
59
・
７
％
で
し
た
。
こ
れ
ら
の
結

果
か
ら
、
社
会
活
動
へ
の
参
加
と
生
き
が
い

は
、
密
接
に
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

　
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
人
は
「
役

割
」
を
持
つ
こ
と
で
自
身
の
存
在
価
値
を
見

出
し
ま
す
。
ま
た
、
存
在
価
値
を
高
め
る
こ

と
は
生
き
る
活
力
に
も
繋
が
り
ま
す
。
と
こ

ろ
が
、
高
齢
に
な
る
と
機
能
低
下
や
環
境
変

化
と
と
も
に
、
そ
れ
ま
で
得
て
い
た
役
割
に

も
変
化
が
生
じ
、
気
が
付
け
ば
「
一
日
中
ぼ

ー
っ
と
過
ご
し
て
い
る
」「
何
の
気
力
も
起

き
な
い
」「
何
事
に
も
無
頓
着
」
な
ど
、
無

気
力
な
状
態
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
も
少
な
く

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
通
信

第
28
号

詳　
細　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
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人
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マ
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援
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０
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自
身
の
人
生
に
お
け
る
役
割
に
変
化
が
生

じ
た
こ
と
を
受
け
入
れ
、
次
の
役
割
を
見
出

す
こ
と
は
、
高
齢
期
を
健
康
に
過
ご
す
た
め

の
第
一
歩
と
な
る
で
し
ょ
う
。
趣
味
活
動
や

健
康
教
室
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
社
会
活

動
へ
の
参
加
は
、
他
者
と
の
繋
が
り
を
得
る

こ
と
も
で
き
る
た
め
、
心
身
の
活
性
化
に
非

常
に
有
効
で
す
。
役
割
や
生
き
が
い
を
持
ち

続
け
、
い
つ
ま
で
も
自
身
の
人
生
の
主
役
で

あ
り
た
い
で
す
ね
。

あ
り
ま
せ
ん
。
高
齢
者
の
無
気
力
は
、
若
い

人
の
そ
れ
と
は
違
い
、
一
気
に
筋
力
低
下
に

も
繋
が
り
、
さ
ら
に
は
高
齢
者
う
つ
や
認
知

機
能
の
低
下
を
招
く
危
険
性
が
高
い
こ
と
か

ら
、
簡
単
に
は
見
過
ご
せ
な
い
現
象
と
言
え

ま
す
。
高
齢
者
う
つ
、
認
知
症
、
ア
パ
シ
ー

（
無
気
力
症
候
群
）
は
、
い
ず
れ
も
気
力
低

下
や
無
気
力
な
ど
の
症
状
を
呈
し
ま
す
が
、

似
て
非
な
る
も
の
で
す
の
で
、
気
に
な
る
場

合
は
専
門
家
へ
の
相
談
を
お
勧
め
し
ま
す
。

社
会
活
動
へ
の
参
加
と
生
き
が
い

の
関
係
性

無
気
力
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か

役
割
を
持
つ
こ
と
は
、
高
齢
期
を

健
康
に
過
ご
す
た
め
の
第
一
歩

　
11
月
８
日
、
珈
琲
座
間
屋
に
て
「
ひ

ま
わ
り
合
唱
団
」
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ひ
ま
わ
り
合
唱
団
は
昭
和
50
年
か
ら

活
動
し
て
お
り
、
今
年
で
50
周
年
を
迎

え
ま
す
。
現
在
は
、
30
代
か
ら
90
代
ま

で
の
幅
広
い
世
代
の
団
員
で
構
成
さ

れ
、
地
域
に
根
差
し
た
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
も
認
定
こ
ど

も
園
ど
ん
ぐ
り
へ
の
訪
問
や
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
あ
ゆ
み
の
園
で
の
慰
問
コ

ン
サ
ー
ト
な
ど
、
多
く
の
場
所
で
歌
声

を
届
け
て
き
ま
し
た
。

　
設
立
当
初
か
ら
活
動
を
続
け
て
い
る

石
井
典
子
さん
は
、
今
年
で
90
歳
を
迎
え

ま
す
。
石
井
さん
は
「
毎
週
み
ん
な
に
会

っ
て
歌
っ
た
り
、
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り

す
る
の
が
楽
し
い
。
生
活
の
楽
し
み
に

な
っ
て
い
ま
す
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
合
唱
の
他
に
、
趣
味
で
オ
カ

リ
ナ
を
吹
い
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
日

頃
か
ら
呼
吸
を
使
う
活
動
を
し
て
い
る

た
め
か
、
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
歌
声
が
会

場
の
後
ろ
ま
で
届
き
、
話
し
声
に
も
張

り
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
で
ソ
ロ
を
担
当
し
た
佐

々
木
卓
哉
さん
は
「
歌
を
た
く
さ
ん
の
人

に
聞
い
て
も
ら
え
て
う
れ
し
い
。
良
い

歌
を
足
寄
に
残
し
て
い
き
た
い
」
と
ひ

ま
わ
り
合
唱
団
の
活
動
へ
の
思
い
を
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ひ
ま
わ
り
合
唱
団
は
、
夏
季
は
毎
週
水

曜
日
の
18
時
半
、
冬
季
は
毎
週
月
曜
日
の

13
時
か
ら
日
本
メ
ノ
ナ
イ
ト
足
寄
キ
リ
ス

ト
教
会
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ

る
方
は
ぜ
ひ
気
軽
に
見
学
に
い
ら
し
て
く

だ
さ
い
。

～「ひまわり合唱団」を紹介します～
自分らしく、いきいきライフ！第22回
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冬
季
は
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に

要
注
意
！

　
例
年
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
感
染
性
胃
腸
炎
や
食
中
毒
が
多
く

な
り
、12
月
か
ら
１
月
が
発
生
の
ピ
ー
ク
で
す
。

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
感
染
力
が
強
く
、
ほ
と

ん
ど
が
手
や
食
品
な
ど
を
介
し
て
ウ
イ
ル
ス

が
口
か
ら
入
っ
て
感
染
し
ま
す
。

　
感
染
す
る
と
、
１
日
か
ら
２
日
の
潜
伏
期

間
の
後
、
吐
き
気
、
お
う
吐
、
腹
痛
、
下
痢

な
ど
の
症
状
が
出
ま
す
。
感
染
し
た
場
合
は
、

下
痢
止
め
や
吐
き
気
止
め
は
内
服
せ
ず
、
乳

幼
児
や
高
齢
者
は
早
め
に
医
師
に
診
て
も
ら

い
ま
し
ょ
う
。
多
く
は
１
～
２
日
で
回
復
し

ま
す
が
、
回
復
後
１
週
間
～
１
カ
月
の
間
、

便
の
中
に
ウ
イ
ル
ス
が
あ
る
の
で
注
意
が
必

要
で
す
。

感
染
を
拡
げ
な
い
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

①
お
う
吐
物
や
下
痢
便
は
す
ぐ
に
拭
き
取
り
、

乾
燥
さ
せ
な
い
！

　
　
ウ
イ
ル
ス
は
乾
燥
す
る
と
、
空
気
中
に

舞
い
上
が
り
、
空
気
感
染
を
引
き
起
こ
す

こ
と
も
あ
る
た
め
、
お
う
吐
物
や
下
痢
便

は
速
や
か
な
処
理
が
重
要
で
す
。

②
消
毒
は
お
う
吐
物
を
き
れ
い
に
拭
き
取
っ

て
か
ら
！

　
　
感
染
性
胃
腸
炎
の
原
因
ウ
イ
ル
ス
の
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
や
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
は
、
消
毒

用
ア
ル
コ
ー
ル
で
は
効
果
は
な
く
、
家
庭

用
塩
素
系
漂
白
剤
で
の
消
毒
が
有
効
で
す
。

お
う
吐
物
や
下
痢
便
が
残
っ
て
い
る
と
、

消
毒
液
の
消
毒
効
果
が
低
下
し
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
の
た
め
ま
ず
は
お
う
吐
物
や
下

痢
便
を
し
っ
か
り
拭
き
取
っ
て
か
ら
消
毒

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
こ
ま
め
な
手
洗
い
！

　
　
感
染
を
拡
げ
な
い
た
め
に
は
、
調
理
前
・

ト
イ
レ
後
・
お
む
つ
交
換
後
・
お
う
吐
物

の
処
理
後
等
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
、
し
っ
か

り
と
石
け
ん
を
使
っ
て
手
洗
い
を
し
て
、

手
か
ら
ウ
イ
ル
ス
を
落
と
す
こ
と
が
重
要

で
す
。

④
ト
レ
イ
の
ふ
た
は
閉
め
て
流
す
！

　
　
ト
イ
レ
を
流
し
た
と
き
の
水
圧
で
ウ
イ

ル
ス
が
舞
い
上
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ト
イ
レ
は
ふ
た
を
閉
め
て
流
す
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

⑤
調
理
器
具
も
消
毒
を
！

　
　
手
に
付
い
た
ウ
イ
ル
ス
が
、
包
丁
や
ま

な
板
、
食
器
を
介
し
て
食
材
に
付
く
こ
と

で
、
感
染
を
拡
げ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
し
っ
か
り
と
熱
湯
（
85
度
以
上
１

分
半
以
上
）
ま
た
は
０
．
１
％
濃
度
の
次

詳　
細

　
役
場
こ
ど
も
・
健
康
課
保
健
推
進
担
当

�

☎
25

－

２
５
７
１

ま
ち
の
健
康
だ
よ
り

亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
で
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

効
果
的
な
手
洗
い
の
方
法

　
ト
イ
レ
後
や
調
理
や
食
事
を
す
る
前
の
丁

寧
な
手
洗
い
が
と
て
も
重
要
で
す
。

①
温
水
で
洗
う
、
石
け
ん
を
使
う
。

②
手
洗
い
を
２
回
繰
り
返
す
（
２
度
洗
い
）。

③
タ
オ
ル
は
共
用
せ
ず
、
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル

　
な
ど
で
手
を
拭
き
、
よ
く
乾
か
す
。

　
最
後
に
ア
ル
コ
ー
ル
ス
プ
レ
ー
な
ど
で
消

毒
す
る
と
よ
り
衛
生
的
で
す
。
親
指
の
付
け

根
、
指
先
、
爪
の
間
、
手
の
し
わ
、
指
の
間
、

手
首
は
汚
れ
の
残
り
や
す
い
と
こ
ろ
を
丁
寧

に
洗
い
ま
し
ょ
う
。

新
し
い
手
袋
を
着
け
ま
す
。

④
お
う
吐
物
の
周
囲
直
径
４
ｍ
程
の
広
い
範

囲
を
０
．
１
％
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

で
拭
き
取
り
、ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
ま
す
。

⑤
手
袋
、
エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
の
順
に
脱
ぎ
、

ビ
ニ
ー
ル
袋
に
捨
て
、
袋
の
口
を
縛
り
捨

て
ま
す
。

正
し
い
お
う
吐
物
の
処
理
手
順

①
処
理
を
す
る
人
は
、
使
い
捨
て
マ
ス
ク
と

手
袋
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

②
中
央
に
向
か
っ
て
お
う
吐
物
を
集
め
て
拭

き
取
る
。
拭
き
取
っ
た
ら
ビ
ニ
ー
ル
袋
に

入
れ
て
、
袋
の
口
を
縛
り
ま
す
。

③
手
袋
を
外
し
て
。
し
っ
か
り
と
手
を
洗
い
、

⑥
最
後
に
手
洗
い
と
手
の
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒

を
し
ま
し
ょ
う
。

消
毒
液
の
作
り
方

　
５
０
０
㎖
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
、
家
庭
用
塩

素
系
漂
白
剤
を
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
２

杯
分
（
約
10
㎖
）
を
入
れ
ま
す
。
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
ま
で
水
を
入
れ
る

と
、
０
．
１
％
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
の

消
毒
液
の
完
成
で
す
。

　
冬
に
流
行
し
や
す
い
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の

予
防
に
も
手
洗
い
が
重
要
で
す
。
日
頃
か
ら

効
果
的
な
手
洗
い
を
行
い
、
こ
の
冬
も
元
気

に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

親指の付け根指の間

手首 指先、爪の間
手のしわ

　
皆
さ
ん
は
テ
レ
ビ
の
通
販
番
組
や
新
聞
の

折
り
込
み
広
告
・
カ
タ
ロ
グ
販
売
で
の
注
文

の
際
、
商
品
の
素
材
や
大
き
さ
・
重
さ
が
自

分
の
想
像
と
は
違
っ
て
い
た
と
い
う
経
験
を

お
持
ち
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
場
合
、
商
品
の

新
聞
折
り
込
み
や
カ
タ
ロ
グ
に
比
べ
て
イ

メ
ー
ジ
は
し
や
す
い
と
思
い
ま
す
が
、
番

組
内
で
は
決
め
ら
れ
た
時
間
内
に
多
く
の
情

報
を
紹
介
す
る
た
め
、
早
口
だ
っ
た
り
重
要

な
部
分
は
画
面
の
下
部
分
に
表
示
さ
れ
て
い

て
確
認
し
づ
ら
か
っ
た
り
す
る
の
で
消
費
者

に
と
っ
て
は
「
お
得
な
情
報
」
だ
け
が
印
象

に
残
り
や
す
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
番
組
内
で
は
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
な
か
っ

た
「
使
用
上
の
注
意
点
や
条
件
」
な
ど
を
見

落
し
て
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
な
り
が
ち
で
す
。

　
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
に
お
け
る
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い

て
公
表
さ
れ
た
た
め
今
回
は
そ
の
内
容
等
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

Ｑ
：
ど
ん
な
ト
ラ
ブ
ル
が
お
き
て
い
ま
す
か
？

Ａ
：
商
品
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
違
い
や
ス

イ
ッ
チ
の
強
弱
調
整
が
し
づ
ら
い
も
の

だ
っ
た
と
い
う
相
談
事
例
が
紹
介
さ
れ
て

詳　
細

　
消
費
生
活
相
談
所�

☎
28

－

０
５
８
５

　
　
（
南
６

－

２　
町
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　
　
役
場
住
民
・
出
納
課
住
民
生
活
担
当

�

☎
28

－

３
８
５
８

い
ま
す
。
大
型
の
運
動
器
具
や
マ
ッ
サ
ー

ジ
器
な
ど
は
そ
の
商
品
の
大
き
さ
や
高
さ
・

重
さ
も
き
ち
ん
と
把
握
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
電
話
で
注
文
し
た
際
に
単

品
か
ら
定
期
購
入
コ
ー
ス
を
勧
め
ら
れ
て

変
更
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
相
談
も
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
昨
年
度
の
相
談
件
数
は
８
７
０
５
件
で
、

契
約
当
事
者
の
年
代
別
で
は
70
歳
以
上
の
相

談
が
全
体
の
約
８
割
弱
を
占
め
て
お
り
、
高

齢
者
か
ら
の
相
談
が
目
立
ち
ま
す
。
そ
の
他
、

高
齢
者
の
家
族
か
ら
「
親
が
次
々
と
購
入
し

て
し
ま
う
」
と
い
っ
た
相
談
も
見
受
け
ら
れ

ま
す
。

Ｑ
：
も
し
、
イ
メ
ー
ジ
違
い
で
も
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
で
き
る
の
で
は
？

Ａ
：
通
信
販
売
に
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制

度
（
無
条
件
解
約
）
は
あ
り
ま
せ
ん
。
通

信
販
売
で
は
商
品
に
汚
れ
や
動
作
に
不
具

合
が
あ
っ
た
場
合
を
除
い
て
、
事
業
者
が

定
め
た
返
品
条
件
に
従
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
商
品
に
よ
っ
て
は
返
品
不
可

と
い
っ
た
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め

注
意
が
必
要
で
す
。
一
方
で
単
品
注
文
を

伝
え
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
電
話
口
で
「
お

【
こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
！
】

・
身
に
覚
え
の
な
い
商
品
が
一
方
的
に
送
り

　
付
け
ら
れ
た
場
合
を
除
い
て
、
受
取
拒
否

　
を
し
た
だ
け
で
は
解
約
し
た
こ
と
に
は
な

　
ら
な
い
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
高
齢
者
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め

　
家
族
や
周
り
の
方
が
普
段
か
ら
ど
の
よ
う

　
に
生
活
さ
れ
て
い
る
か
見
守
り
、
次
々
に

　
い
ろ
い
ろ
な
商
品
が
届
く
と
か
同
じ
よ
う

　
な
商
品
が
続
け
て
届
く
な
ど
変
化
に
い
ち

　
早
く
気
づ
く
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
。

・
高
齢
者
自
身
も
普
段
か
ら
暮
ら
し
に
ま
つ

　
わ
る
相
談
ご
と
は
家
族
や
福
祉
関
係
職
員

　
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

　
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
、
で
き
る
だ
け
早
く

　
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
相
談
員
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

電
話
注
文
す
る
前

・
紹
介
さ
れ
て
い
た
商
品
の
名
称
や
価
格
を

　
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

電
話
注
文
す
る
時

・
別
の
商
品
と
の
セ
ッ
ト
販
売
や
複
数
月
分

　
を
ま
と
め
て
購
入
す
る
と
割
引
に
な
る
と

　
商
品
の
購
入
を
勧
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

　
ま
す
。
興
味
が
な
け
れ
ば
き
っ
ぱ
り
と
断

　
り
ま
し
ょ
う
。

・
興
味
を
持
っ
た
場
合
で
も
、
す
ぐ
に
注
文

　
せ
ず
「
定
期
購
入
」
に
な
っ
て
い
な
い
か

　
な
ど
を
よ
く
確
認
し
、
内
容
が
十
分
に
理

　
解
で
き
な
い
場
合
は
き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し

　
ょ
う
。

・
い
っ
た
ん
電
話
を
切
っ
て
か
ら
慎
重
に
検

　
討
す
る
こ
と
も
お
勧
め
し
ま
す
。

電
話
注
文
の
電
話
を
切
る
時

・「
定
期
購
入
」
の
契
約
を
申
し
込
ん
で
い

　
な
い
か
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・
支
払
い
条
件
や
返
品
条
件
に
つ
い
て
確
認

　
し
ま
し
ょ
う
。

商
品
が
到
着
し
た
時

・
商
品
が
到
着
し
た
ら
「
納
品
書
」
な
ど
で

　
「
定
期
購
入
」
の
契
約
に
な
っ
て
い
な
い

　
か
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・
意
図
せ
ず
「
定
期
購
入
」
の
契
約
に
な
っ

　
て
い
た
ら
、
す
ぐ
に
販
売
業
者
に
連
絡
し

　
「
定
期
購
入
」
の
契
約
は
申
し
込
ん
で
な

　
い
こ
と
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

・
会
社
に
よ
っ
て
請
求
を
収
納
代
行
業
者
に

　
委
託
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
身
に

　
覚
え
の
な
い
請
求
と
決
め
つ
け
ず
に
事
業

　
者
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

得
な
定
期
購
入
コ
ー
ス
」
に
変
更
を
勧
め

ら
れ
た
場
合
は
「
電
話
勧
誘
販
売
」
に
切

り
替
わ
る
の
で
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
可

能
に
な
り
ま
す
。

髙安ユミ子髙安ユミ子
消費生活相談員消費生活相談員

ミ
セ
ス 

ユ
ミ
子
の 

消
費
生
活
Ｑ
＆
Ａ

テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
広
告
に
注
意

～
通
信
販
売
の
契
約
は
慎
重
に
！
の
巻
～

第
157
回



ネ
イ
パ
ル
足
寄
よ
り

雪
と
と
も
に
広
が
る
、
笑
顔
と
出
会
い

の
主
催
事
業
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開
催
し
ま
す

生
涯
学
習
事
業

生
涯
学
習
事
業

●
冬
休
み
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ

　
長
期
休
業
中
の
児
童
の
居
場
所
づ
く
り
と

生
活
リ
ズ
ム
の
定
着
、
基
礎
学
力
向
上
の
手

助
け
の
た
め
、
冬
休
み
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ

を
開
催
し
ま
す
。

日
　
程
　
１
月
６
日
㈫
～
８
日
㈭

場
　
所　
町
民
セ
ン
タ
ー

※�
詳
し
い
時
間
や
申
込
方
法
に
つ
い
て
は
、

各
学
校
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

詳
　
細　
生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
令
和
８
年
足
寄
町
は
た
ち
の
つ
ど
い

日
　
時
　
１
月
11
日
㈰
　
午
後
１
時
～

場
　
所　
町
民
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

内
　
容　
受　
付
：
正
午
～

　
　
　
　
式　
典
：
午
後
１
時
～

　
　
　
　
祝
賀
会
：
午
後
２
時
～

　
　
　
　
終　
了
：
午
後
３
時

詳
　
細　
生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
生
涯
学
習
講
座　

書
き
初
め
大
会

日
　
時
　
１
月
９
日
㈮
　
午
前
９
時
30
分
～

場
　
所　
町
民
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

対
　
象　
町
民
（
原
則
４
歳
以
上
）

定
　
員　
30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
３
０
０
円

対
　
象　
平
成
17
年
４
月
２
日
～

　
　
　
　
平
成
18
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

そ
の
他　

�

ご
家
族
が
式
典
を
ご
覧
い
た
だ
け

る
お
席
も
設
け
て
お
り
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

持
ち
物　

�

下
敷
き
、
大
筆
、
中
筆
、
墨
汁
、

す
ず
り

　
　
　
※�

用
具
を
お
持
ち
で
な
い
場
合
は
貸

し
出
し
も
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他　

�

書
道
や
書
き
初
め
を
し
た
こ
と
の

な
い
方
も
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

�

書
き
初
め
終
了
後
に
、
参
加
者
全

員
で
お
汁
粉
を
食
べ
ま
す
。

　
　
　
　

�

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
用
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

詳
　
細　
生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
町
民
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
展

　
12
月
9
日
㈫
～
19
日
㈮

　
　
足
寄
町
小
中
学
校
作
品
展

　
１
月
13
日
㈫
～
２
月
１
日
㈰

　
　
書
き
初
め
大
会
作
品
展

　
２
月
３
日
㈫
～
23
日
㈪

　
　
足
寄
高
校
生
海
外
研
修
報
告
展

　
２
月
25
日
㈬
～
３
月
８
日
㈰

　
　
不
安
虫
ち
ゃ
ん
の
参
加
型
パ
ネ
ル
展

　
　
「
香
害
っ
て
な
ぁ
に
？
」

　
３
月
10
日
㈫
～
30
日
㈪

　
　
旭
町
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
展

詳
　
細　
生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ケ
ー
ト
教
室

日
　
時
　
１
月
８
日
㈭
・
９
日
㈮

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

場
　
所　
里
見
が
丘
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

対
　
象　
町
内
小
学
生

　
　
　
　
（
ス
ケ
ー
ト
少
年
団
未
加
入
者
）

詳
　
細　
総
合
体
育
館�

☎
25

－

３
１
９
１

●
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
教
室

日
　
時

　
１
月
14
日
㈬
～
16
日
㈮

　
　
　
　
午
後
６
時
45
分
～
８
時
30
分

場
　
所　
里
見
が
丘
ス
キ
ー
場

対
　
象　
小
・
中
学
生

詳
　
細　
総
合
体
育
館�

☎
25

－
３
１
９
１

●�

十
勝
東
北
部
方
面
小
中
学
校
ス
ピ
ー
ド
ス

ケ
ー
ト
大
会

日
　
時
　
1
月
17
日
㈯
　
午
前
９
時
50
分
～

場
　
所　
里
見
が
丘
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

対
　
象　
小
・
中
学
生

詳
　
細　
総
合
体
育
館�

☎
25

－

３
１
９
１

●
第
70
回
町
民
ス
ケ
ー
ト
大
会

日
　
時
　
１
月
31
日
㈯
　
午
前
９
時
～

場
　
所　
里
見
が
丘
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

対
　
象　
町
民
（
幼
児
か
ら
一
般
）

詳
　
細　
総
合
体
育
館�

☎
25

－

３
１
９
１

●
足
寄
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
会

　
町
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
種
目
の
垣
根

を
越
え
て
一
堂
に
会
し
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
通
し
て
交
流
を
深
め
ま
す
。

日
　
時
　
２
月
14
日
㈯
　
午
前
９
時
～

場
　
所　
総
合
体
育
館

対
　
象　
町
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員

詳
　
細　
総
合
体
育
館�

☎
25

－

３
１
９
１

●�

子
育
て
支
援
・
学
習
と
交
流
の
会
「
す
く

す
く
」

　
マ
マ
や
パ
パ
の
悩
み
や
不
安
を
解
消
し
、

心
身
と
も
に
健
康
に
お
子
さ
ま
を
育
て
る
た

め
の
手
助
け
を
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
す

く
す
く
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
託
児
も
設

け
て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
参
加
い
た
だ

け
ま
す
。

開
催
日
　
１
月
15
日
㈭　
軽
運
動
講
座　

　
　
　
　
　
簡
単
ダ
ン
ス
エ
ア
ロ

　
　
　
　
２
月
19
日
㈭　
講
話

　
　
　
　
　
子
ど
も
と
の
関
わ
り
方
（
予
定
）

時
　
間　
午
前
10
時
10
分
～
11
時
50
分

場
　
所　
町
民
セ
ン
タ
ー
ほ
か

●
年
末
・
年
始
休
館

　
社
会
教
育
施
設
の
年
末
年
始
の
休
館
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
不
明
な
点
は
、
各
施
設
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
町
民
セ
ン
タ
ー

　
　
12
月
28
日
㈰
～
１
月
３
日
㈯

　
生
涯
学
習
館

　
　
12
月
28
日
㈰
～
１
月
３
日
㈯

　
総
合
体
育
館

　
　
12
月
28
日
㈰
～
１
月
４
日
㈰

　
温
水
プ
ー
ル

　
　
12
月
28
日
㈰
～
１
月
４
日
㈰

　
動
物
化
石
博
物
館

　
　
12
月
28
日
㈰
～
１
月
４
日
㈰

社
会
体
育
事
業

社
会
体
育
事
業

●
子
育
て
支
援
「
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
」

開
催
日

　
１
月
27
日
㈫

　
２
月
17
日
㈫

　
　
　
　
３
月
17
日
㈫

時
　
間　
午
前
10
時
～
11
時
15
分

場
　
所　
町
民
セ
ン
タ
ー

詳
　
細　
生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

子
育
て
・
家
庭
教
育

子
育
て
・
家
庭
教
育

お
知
ら
せ

　
冷
え
込
み
が
一
段
と
増
し
、
冬
の
訪
れ

を
感
じ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
ネ
イ
パ

ル
足
寄
で
は
、
寒
い
季
節
な
ら
で
は
の
自

然
や
体
験
を
思
い
き
り
楽
し
め
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
１
月
に
開
催
さ
れ
る
「
ウ
ィ
ン
タ
ー
フ

ェ
ス
㏌
ネ
イ
パ
ル
あ
し
ょ
ろ
」
で
は
ス
ノ

ー
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
や
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ハ
イ

ク
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

宿
泊
プ
ラ
ン
参
加
の
方
限
定
で
、
熱
気
球

搭
乗
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

冬
な
ら
で
は
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
一
緒

に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

　
２
月
に
開
催
さ
れ
る
「
と
か
ち
冬
の
森

探
検
隊
」
で
は
、
は
じ
め
て
出
会
っ
た
お

友
達
と
冬
の
森
に
出
て
豊
か
な
自
然
を
体

験
し
つ
つ
、
自
然
環
境
に
対
す
る
興
味
関

心
を
育
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
昨
年
は
バ

ー
ド
コ
ー
ル
作
成
や
ピ
ザ
づ
く
り
体
験
を

行
い
ま
し
た
。
今
年
も
楽
し
い
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
！

　
ま
た
、
ネ
イ
パ
ル
足
寄
で
は
四
季
折
々

の
魅
力
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
で
発
信
し
て
い
ま
す
。
フ
ォ
ロ
ー
と

い
い
ね
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
！

活動の詳細や
申込みはこちら



池
田
で
す
�

頑
張
っ
て
い
ま
す
�

動
物
化
石
博
物
館
情
報

動
物
化
石
博
物
館
情
報

2020 2025.122025.12
広報あしょろ広報あしょろ21212025.122025.12

広報あしょろ広報あしょろ

各
事
業
の
申
し
込
み
・
詳
細

図
書
館　
☎
25

－

３
１
８
９

●
図
書
館
中
学
生
サ
ポ
ー
タ
ー
奮
闘
記

　
図
書
館
を
上
手
に
活
用
で
き
る
こ
と
を
目

標
に
、
中
学
生
サ
ポ
ー
タ
ー
が
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
図
書
館
で
は
、
誰
も
が
本
を
探
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
日
本
十
進
分
類
法
と
い
う

ル
ー
ル
を
使
っ
て
、
本
を
内
容
別
に
分
け
て
、

本
棚
に
並
べ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
こ
の
分

類
法
を
学
び
、
実
際
に
本
の
分
類
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
ま
し
た
。
普
段
本
を
探
す
時
に
、

検
索
機
を
使
う
こ
と
が
多
か
っ
た
け
れ
ど
、

今
後
は
分
類
を
見
て
本
を
探
し
て
み
た
い
と
、

意
欲
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

●
毎
年
恒
例
「
本
の
福
袋
」・「
絵
本
ガ
チ
ャ
」

　
テ
ー
マ
ご
と
に
選
ん
だ
本
３
冊
を
詰
め
あ

わ
せ
た
「
本
の
福
袋
」
と
、
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ

で
出
て
き
た
数
字
で
借
り
る
セ
ッ
ト
が
決
ま

る
「
絵
本
ガ
チ
ャ
」
を
用
意
し
ま
す
。

　
何
が
入
っ
て
い
る
か
は
、
借
り
て
か
ら
の

お
楽
し
み
で
す
。

数
　
量　
本
の
福
袋　
　
大
人
用�

20
袋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
ど
も
用�

10
袋

　
　
　
　
絵
本
ガ
チ
ャ�

20
袋

期
　
間
　
12
月
20
日
㈯
～
１
月
11
日
㈰

※
無
く
な
り
次
第
終
了
と
な
り
ま
す
。

※
本
は
、
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

●
「
家
読
（
う
ち
ど
く
）」
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
「
家
読
」
は
、
家
庭
読
書
の
略
で
、
家
族

ふ
れ
あ
い
読
書
を
意
味
し
ま
す
。
家
族
と
一

緒
に
読
書
を
す
る
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
家

庭
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
取
り
組
み
で
す
。

　
は
じ
め
る
き
っ
か
け
と
し
て
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

期
　
間
　
12
月
20
日
㈯
～
２
月
１
日
㈰

対
　
象　
未
就
学
児
～
中
学
生
と
ご
家
族

内
　
容　
・
家
読
ノ
ー
ト
部
門

　
　
　
　
・
読
み
聞
か
せ
部
門

　
　
　
　
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
部
門

※�

詳
し
く
は
、「
ル
イ
カ
つ
う
し
ん
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

●
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
展

　
第
49
回
足
寄
町
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

で
最
優
秀
賞
と
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
作
品
を

展
示
し
ま
す
。

期
　
間
　
２
月
25
日
㈬
～
３
月
19
日
㈭

場
　
所　
２
階
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル

読
み
聞
か
せ

読
み
聞
か
せ

●
お
は
な
し
「
た
ん
ぽ
ぽ
」

開
催
日
　
２
月
４
日
㈬
　
３
月
４
日
㈬

　
　
　
　
※
１
月
は
お
休
み
で
す
。

時
　
間　
午
前
11
時
～
11
時
30
分

場
　
所　
図
書
館
「
ル
イ
カ
」

対
　
象　
乳
幼
児
か
ら

主
　
催　
お
は
な
し
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
事
務
局

●
絵
本
の
会
「
は
ら
っ
ぱ
」

開
催
日
　
12
月
20
日
㈯
　
１
月
24
日
㈯

　
　
　
　
２
月
28
日
㈯

時
　
間　
午
前
11
時
～
11
時
30
分

場
　
所　
図
書
館
「
ル
イ
カ
」

対
　
象　
絵
本
好
き
な
方
な
ら
ど
な
た
で
も

主
　
催　
絵
本
の
会
「
は
ら
っ
ぱ
」
事
務
局

●
新
し
い
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
入
り
ま
し
た

　
視
聴
覚
ブ
ー
ス
で
鑑
賞
で
き
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の

種
類
が
増
え
ま
し
た
。

・
ピ
ー
タ
ー
・
パ
ン

・
メ
ア
リ
と
魔
女
の
花

・
レ
ミ
ー
の
お
い
し
い
レ
ス
ト
ラ
ン

　
図
書
館
で
利
用
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
著

作
権
法
で
定
め
る
著
作
権
者
が
許
諾
し
た
も

の
を
購
入
し
て
い
ま
す
。

　
12
月
か
ら
２
月
ま
で
の
休
館
日
で
す
。

月
曜
日
が
休
館
で
す
。

12
月　
15
日
、
22
日

　
　
　
28
日
～
31
日
（
年
末
休
館
）

１
月　
１
日
～
３
日
（
年
始
休
館
）

　
　
　
５
日
、
12
日
、
19
日
、
26
日

２
月　
２
日
、
９
日
、
16
日
、
23
日

※�

休
館
期
間
中
の
本
の
返
却
は
、
町
民
セ
ン

タ
ー
正
面
玄
関
に
設
置
し
て
い
る
返
却
ポ

ス
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《
児
童
館
分
館
の
年
末
年
始
休
館
》

　
児
童
館
が
年
末
年
始
の
休
館
と
な
る
た
め
、

児
童
館
分
館
は
12
月
28
日
か
ら
１
月
４
日
ま

で
お
休
み
し
ま
す
。

図
書
館
ル
イ
カ
情
報

図
書
館
ル
イ
カ
情
報

開
催
し
ま
す

お
知
ら
せ

図
書
館
休
館
日

『
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
の
飛
躍
に
期
待
』

　
11
月
中
旬
に
差
し
掛
か
る
と
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
の
練
習
を
終
え
て
屋
内
で
の
練
習
に
切
り

替
わ
り
ま
す
。
こ
の
冬
季
間
に
正
し
い
練
習

を
積
む
こ
と
が
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
不
可
欠
と

な
り
ま
す
。
春
に
レ
ギ
ュ
ラ
ー
を
つ
か
み
取

る
選
手
が
出
る
こ
と
も
め
ず
ら
し
く
あ
り
ま

せ
ん
。

　
心
技
体
で
表
す
と
大
切
な
順
番
は
心
（
頭
）、

体
、
技
、
の
順
番
だ
と
選
手
た
ち
に
話
を
し

ま
す
。

　
ま
ず
心
（
頭
）
に
つ
い
て
、
考
え
方
や
取

り
組
む
姿
勢
が
正
し
い
か
ど
う
か
を
見
ま
す
。

方
向
性
が
正
し
い
か
、
毎
日
の
練
習
に
高
い

意
識
で
取
り
組
め
て
い
る
か
、
目
標
や
課
題

が
見
え
て
い
て
目
的
意
識
を
持
っ
て
主
体
的

に
練
習
に
来
て
い
る
か
、
に
つ
い
て
観
察
し

ま
す
。

　
次
に
体
に
つ
い
て
、
体
力
を
強
化
し
て
い

く
こ
と
、
そ
れ
を
う
ま
く
使
い
こ
な
す
こ
と

の
二
つ
が
大
切
で
す
。
ウ
エ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
で
筋
力
を
強
化
し
、
ジ
ャ
ン
プ
や
バ
ラ

ン
ス
系
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
そ
れ
を
支
え
、

効
率
よ
く
力
を
発
揮
す
る
練
習
を
織
り
交
ぜ

て
い
き
ま
す
。

　
最
後
に
技
に
つ
い
て
で
す
。
心
と
体
で
土

台
が
し
っ
か
り
し
て
く
る
と
技
術
的
に
も
で

き
る
こ
と
が
増
え
て
き
ま
す
。
技
術
習
得
の

近
道
は
頭
で
理
解
し
、
量
を
こ
な
し
て
体
で

覚
え
、
コ
ツ
を
掴
ん
で
質
を
高
め
て
い
く
こ

と
で
す
。

　
日
々
の
練
習
に
飽
き
が
こ
な
い
よ
う
に
練

習
メ
ニ
ュ
ー
を
組
み
、
楽
し
み
な
が
ら
厳
し

い
練
習
に
意
欲
的
に
取
り
組
め
る
環
境
整
備

や
声
掛
け
を
し
て
い
く
こ
と
が
私
の
仕
事
と

な
り
ま
す
。
目
先
、
小
手
先
の
技
術
に
溺
れ

る
こ
と
な
く
、
冬
の
間
に
太
い
幹
を
育
て
る

よ
う
に
指
導
に
あ
た
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
機
器
の
設
備
な
ど
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
環
境
の

充
実
や
、
動
画
解
析
な
ど
デ
ー
タ
を
使
用
し

た
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
指
導
な
ど
、
こ

の
冬
は
ま
た
新
た
な
試
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
予
定
で
す
。
選
手
た
ち
と
共
に
私
も
勉
強

し
、
効
果
的
な
練
習
や
新
た
な
発
見
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
秋
に
泣
い
た
選
手
と
共
に
、
希
望
を
胸
に

冬
に
耐
え
、
春
に
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
ま
す
！

ミ
ニ
発
掘
の
秘
密

　
『
化
石
体
験
』
は
博
物
館
で
の
化
石
を
扱

う
仕
事
を
疑
似
的
に
体
験
で
き
、
さ
ら
に
本

物
の
標
本
や
レ
プ
リ
カ
が
手
に
入
る
と
い
う
、

一
度
で
二
回
楽
し
い
体
験
で
す
。
そ
の
な
か

の
一
番
人
気
は
な
ん
と
い
っ
て
も
『
ミ
ニ
発

掘
』
で
、
化
石
や
鉱
物
の
発
掘
と
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
が
体
験
で
き
ま
す
。
一
番
人
気
な
だ
け

あ
っ
て
来
館
者
か
ら
の
質
問
も
多
く
、
さ
ま

ざ
ま
な
質
問
を
も
ら
い
ま
す
。
よ
く
聞
か
れ

る
質
問
の
一
つ
は
、「
こ
れ
、
中
身
は
本
物

で
す
か
？
」
で
す
。
中
に
は
掘
り
出
し
た
化

石
や
ク
リ
ス
タ
ル
を
指
し
て
、
最
初
か
ら
「
こ

れ
、
レ
プ
リ
カ
で
す
よ
ね
？
」
と
言
わ
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
中
身
は
本
物

の
化
石
や
レ
プ
リ
カ
で
す
。
安
心
し
て
実
物

を
手
に
入
れ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
「
こ
ん
な
に
足
寄
で
化
石
や
鉱
物
が

手
に
入
る
ん
で
す
か
？
」
と
聞
か
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
残
念
な
が
ら
こ
の
質
問
に
は

「
違
う
ん
で
す
よ
ね
…
…
」
と
答
え
る
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
逆
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

化
石
や
鉱
物
が
世
界
中
か
ら
や
っ
て
き
て
い

る
こ
と
を
知
る
と
皆
さ
ん
驚
か
れ
ま
す
。
足

寄
か
ら
は
希
少
な
骨
の
化
石
が
見
つ
か
っ
て

い
る
こ
と
も
あ
わ
せ
て
伝
え
ま
す
。
た
だ
、

中
身
は
足
寄
産
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
外
側

の
ブ
ロ
ッ
ク
の
部
分
は
足
寄
産
で
す
。
町
内

で
も
白
っ
ぽ
い
崖
が
見
え
る
場
所
が
あ
り
ま

す
が
、
あ
れ
ら
は
昔
の
火
山
の
噴
火
で
堆
積

し
た
火
山
灰
か
ら
で
き
て
い
ま
す
。
博
物
館

で
は
あ
の
火
山
灰
を
使
っ
て
ミ
ニ
発
掘
の
ブ

ロ
ッ
ク
を
作
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
中

身
は
と
も
か
く
「
ミ
ニ
発
掘
」
が
足
寄
産
だ

と
い
う
の
は
間
違
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
足
寄
で
も
メ
ノ
ウ
な
ど
は

見
つ
か
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
を
使
っ
た
化

石
体
験
も
企
画
し
て
い
ま
す
。
お
楽
し
み
に
。

　
「
ど
れ
が
レ
ア
で
す
か
？
」「
一
番
高
い

の
は
ど
れ
で
す
か
？
」「
売
っ
た
ら
い
く
ら

に
な
り
ま
す
か
？
」
な
ど
も
、
よ
く
聞
か
れ

ま
す
。「
企
業
秘
密
で
す
」
と
答
え
た
い
と

こ
ろ
で
す
が
、
価
格
は
時
期
に
よ
っ
て
変
わ

っ
て
し
ま
う
こ
と
や
、
石
屋
さ
ん
に
よ
っ
て

違
う
こ
と
な
ど
を
話
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

や
は
り
宝
石
と
し
て
も
扱
わ
れ
る
ル
ビ
ー
や

エ
メ
ラ
ル
ド
な
ど
は「
そ
う
い
う
石
」か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
レ
ア
度
で
言
え
ば
、
一
見
地
味

な
サ
ン
ゴ
の
化
石
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
し

か
見
つ
か
ら
な
い
モ
ッ
カ
イ
ト
な
ど
は
、
実

は
レ
ア
度
が
高
い
で
す
。「
価
格
が
高
い
」

「
人
気
が
あ
る
」

「
見
つ
か
り
に

く
い
」
と
い
う

の
が
一
致
し
て

い
な
い
の
が
お

も
し
ろ
い
と
こ

ろ
で
す
。

詳
　
細　
博
物
館�

☎
25

－
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１
０
０ ミニ発掘の鑑定コーナー

アンモナイトを掘っているところ
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で
は
、
生
徒
た
ち
が
歌
や
ダ
ン
ス
、
英
語
の

ス
ピ
ー
チ
を
披
露
し
、
会
場
は
拍
手
と
感
動

に
包
ま
れ
ま
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と

過
ご
し
た
時
間
が
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
と

っ
て
大
き
な
成
長
と
な
っ
た
こ
と
を
実
感
し

ま
し
た
。
私
自
身
に
と
っ
て
も
、
生
徒
た
ち

の
挑
戦
と
成
長
を
感
じ
ら
れ
る
、
研
修
と
な

り
ま
し
た
。

　
今
回
の
交
流
は
足
寄
町
、
足
寄
高
校
、
現

地
の
友
好
協
会
、
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
高
校
、
レ

イ
ノ
ル
ズ
博
物
館
、
そ
し
て
多
く
の
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
さ
ん
の
献
身
的
な
協
力
に

よ
っ
て
成
功
で
き
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
深
い
感
謝
と
感
動
を
抱
き
ま
し
た
。

　国際交流員コラム　　　No.73

Hello! Friends! 国
際
交
流
が
も
た
ら
し
た

　
　
　
　
　
　
　
感
動
の
瞬
間

　
今
年
10
月
、
私
は
国
際
交
流
員
と
し
て

足
寄
高
校
生
海
外
研
修
派
遣
事
業
に
参
加

し
、
足
寄
高
校
の
生
徒
58
人
と
引
率
者
８

人
が
、
私
の
出
身
地
で
あ
る
カ
ナ
ダ
・
ウ

ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ
ン
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

訪
問
団
は
ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ
ン
・
足
寄
友

好
協
会
と
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
温
か
く

迎
え
ら
れ
、
多
く
の
生
徒
た
ち
に
と
っ
て

初
め
て
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
生
活
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
最
初
は
不
安
そ
う
だ
っ
た

生
徒
た
ち
も
、
家
事
の
手
伝
い
を
し
た

り
、
買
い
物
や
外
出
に
同
行
し

た
り
、
家
庭
料
理
を
楽
し
ん
だ

り
す
る
中
で
次
第
に
積
極
的
に

交
流
す
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し

た
。

　
滞
在
中
に
は
、
現
地
の
高
校

が
教
員
ら
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
よ

り
閉
鎖
さ
れ
る
と
い
う
予
期
せ

ぬ
状
況
も
あ
り
ま
し
た
が
、
レ

イ
ノ
ル
ズ
・
ア
ル
バ
ー
タ
博
物

館
の
協
力
に
よ
り
、
ウ
ェ
タ
ス

キ
ウ
ィ
ン
・
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
高

校
の
生
徒
た
ち
と
の
交
流
が
実

現
し
ま
し
た
。

　
ま
た
町
主
催
の
返
礼
夕
食
会

カ
ミ
ー
ル
・
エ
ス
ペ
リ
ー
タ

返礼夕食会での全体写真

　
こ
の
た
び
、
３
年
間
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
し
て
の
活
動
を
経
て
、
９
月
よ
り
集
落
支
援

員
に
就
任
し
た
小
林
望
で
す
。
私
は
千
葉
県
出

身
で
、
は
じ
め
は
北
海
道
で
の
暮
ら
し
に
不
安

も
あ
り
ま
し
た
が
、
足
寄
の
皆
さ
ん
に
温
か
く

迎
え
て
い
た
だ
き
、
次
第
に
こ
の
ま
ち
の
暮
ら

し
に
な
じ
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
協
力
隊
の
時
か
ら
、
移
住
支
援
事
業
を
行
っ

て
い
る
「
び
び
っ
ど
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
に

派
遣
さ
れ
、
現
在
も
集
落
支
援
業
務
の
傍
ら
、

移
住
支
援
に
も
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
お
か

げ
で
町
内
の
皆
さ
ん
と
お
会
い
す
る
機
会
も
多

く
、
ま
た
以
前
は
映
像
関
係
の
仕
事
を
し
て
い

た
こ
と
か
ら
、
町
内
の
イ
ベ
ン
ト
や
移
住
者
の

活
動
な
ど
を
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
最
近
で
は
声
を
か
け
て
い
た
だ
く
機

会
も
増
え
、
と
て
も
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
10
月
初
旬
に
は
、
テ
レ
ビ
朝
日
系
列
（
北
海

道
で
は
Ｈ
Ｔ
Ｂ
）
の
「
朝
メ
シ
ま
で
。」
と
い

う
番
組
で
、
足
寄
町
の
「
あ
り
が
と
う
牧
場
」

が
特
集
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
際
、
牧
場
の
空
撮

映
像
や
、
町
を
代
表
す
る
酪
農
家
の
一
人
で
あ

る
故
・
吉
川
友
二
さん
の
生
前
の
映
像
を
提
供
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
自
分
の
撮
影
し
た
映

像
が
全
国
放
送
で
流
れ
る
の
は
緊
張
も
あ
り
ま

し
た
が
、
雄
大
な
牧
場
の
景
色
が
画
面
い
っ
ぱ

い
に
映
し
出
さ
れ
、
改
め
て
こ
の
町
の
風
景
が

持
つ
力
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
町
外
の
人
た
ち

が
感
動
す
る
そ
の
景
色
は
、
案
外
、
町
の
日
常

の
中
に
あ
る
も
の
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
地
元

の
皆
さ
ん
に
も
「
足
寄
に
は
こ
ん
な
に
誇
れ
る

景
色
や
人
が
い
る
」
と
感
じ
て
い
た
だ
け
た
ら

う
れ
し
い
で
す
。

　
移
住
支
援
の
仕
事
で
は
、
移
住
を
検
討
し
て

い
る
方
に
町
内
を
案
内
し
て
い
ま
す
。
案
内
の

途
中
で
「
ま
る
で
外
国
み
た
い
」「
日
本
に
こ

ん
な
に
広
い
町
が
あ
る
な
ん
て
」
と
驚
か
れ
る

方
も
多
く
、
私
自
身
も
そ
の
た
び
に
足
寄
の
雄

大
さ
に
心
を
打
た
れ
ま
す
。
外
か
ら
見
れ
ば
「
こ

こ
に
し
か
な
い
風
景
と
暮
ら
し
」
が
確
か
に
あ

り
ま
す
。
そ
れ
が
足
寄
の
大
き
な
魅
力
で
あ
り
、

財
産
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
集
落
支
援
員
と
し
て
、
各
地
域

の
行
事
や
集
ま
り
に
伺
う
機
会
も
増
え
る
と
思

い
ま
す
。
お
会
い
し
た
際
は
、
ど
う
ぞ
気
軽
に

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
少
し
ず
つ
顔
を
覚
え

て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
こ
の
町
の
暮
ら
し
の
中

に
溶
け
込
ん
で
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

集
落
支
援
員
を
紹
介
し
ま
す

小林望さん（通称「監督」 。
令和４年より町地域おこし
協力隊、令和７年９月から
町集落支援員就任。35歳）

「
ク
リ
ス
マ
ス
特
集
」�

12
月
25
日
ま
で

「
冬
休
み
お
す
す
め
図
書
」�

12
月
26
日
か
ら

「
年
末
年
始
特
集
」�

１
月
７
日
ま
で

・
テ
ィ
ー
ン
ズ
コ
ー
ナ
ー

「
輝
き
は
ト
キ
メ
キ
」�

１
月
31
日
ま
で

・
絵
本
展
示

「
冬
で
も
あ
っ
た
か
～
い
」�

12
月
20
日
ま
で

「
お
正
月
は
な
に
す
る
？
」�

12
月
20
日
か
ら

●
館
内
で
の
資
料
撮
影
に
つ
い
て

　
図
書
館
内
の
資
料
の
撮
影
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

著
作
権
保
護
お
よ
び
資
料
保
全
の
観
点
か
ら
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
複
写
（
コ
ピ
ー
）
を
ご
希
望
の
方
は
、
カ
ウ

　
ン
タ
ー
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

・
白
黒　
　
１
枚　
10
円

・
カ
ラ
ー　
１
枚　
30
円

●
一
般
書

「
２
０
２
６
年
の
論
点
１
０
０
」

「
英
語
で
日
本
紹
介
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

�

松
本　
美
江

「
成
瀬
は
都
を
駆
け
抜
け
る
」�
宮
島　
未
奈

「
蜂
蜜
パ
イ
」�
村
上　
春
樹

「
し
っ
ぽ
の
カ
ル
テ
」�

村
山　
由
佳

●
児
童
書
・
絵
本

「
日
本
全
国　
郷
土
料
理
ず
か
ん
」

�

「
郷
土
料
理
ず
か
ん
」
編
集
室

「
ひ
も
の
む
す
び
方
＆
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
」

「
ノ
ラ
ネ
コ
ぐ
ん
だ
ん
は
る
な
つ
あ
き
ふ
ゆ
」 

�

工
藤　
ノ
リ
コ

「
あ
の
日
、
と
も
に
見
上
げ
た
空
」　

�

黒
田　
季
菜
子

「
は
ら
ぺ
こ
え
び
す
の
お
し
ょ
う
が
つ
」

�

は
ら
ぺ
こ
め
が
ね

《
景
品
》
お
も
ち
ゃ
１
個

・
チ
ャ
レ
ン
ジ
部
門　

　
家
族
で
一
緒
の
読
書
の
時
間
を
作
り
、
読
ん

だ
本
の
名
前
を
書
い
て
提
出
。

《
景
品
》
本
の
栞
と
文
房
具

参
加
方
法

①
カ
ウ
ン
タ
ー
で「
家
読
ノ
ー
ト
」を
受
け
取
る
。

②
取
り
組
む
本
は
、
漫
画
や
雑
誌
以
外
な
ら
な

　
ん
で
も
Ｏ
Ｋ
。

③
「
家
読
ノ
ー
ト
」
を
完
成
さ
せ
て
提
出
。

●
初
め
て
会
う
人
と
も
楽
し
く
交
流
「
図
書
館

で
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
」
開
催

　
静
か
に
本
を
読
ん
だ
り
、
勉
強
を
し
た
り
す

る
図
書
館
は
、
も
う
古
い
。
地
域
の
交
流
の
場

と
し
て
図
書
館
を
利
用
す
る
流
れ
が
広
ま
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
、
世
代
を
超
え
た

交
流
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
図
書
館
に
来
た
こ
と
が
な
い
方
も
、
ボ
ー
ド

ゲ
ー
ム
で
遊
ん
だ
こ
と
が
な
い
方
も
大
歓
迎
で
す
。

日
時　
１
月
10
日
㈯　
午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
時
間
内
の
参
加
・
退
出
自
由

対
象　
大
人
か
ら
小
学
生
ま
で

場
所　
町
民
セ
ン
タ
ー
会
議
室
４　
図
書
館

※�

各
部
屋
定
員
８
人
ま
で
（
定
員
に
達
し
た
場

合
は
待
機
）

内
容　
「
カ
タ
ン
」「
ウ
ボ
ン
ゴ
」「
ペ
ン
ギ
ン

パ
ー
テ
ィ
」「
音
速
炒
飯
」
な
ど

●
素
敵
な
景
品
が
当
た
る
！
家
読
（
う
ち
ど
く
）

チ
ャ
レ
ン
ジ
イ
ベ
ン
ト

　
家
族
と
一
緒
に
読
書
を
す
る
こ
と
を
き
っ
か

け
に
、
家
庭
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
家
読
」
を
は
じ
め

て
み
ま
せ
ん
か
？

期
間　
12
月
20
日
㈯
～
２
月
１
日
㈰

対
象　
未
就
学
児
～
中
学
生
と
ご
家
族

内
容　
３
つ
の
部
門
か
ら
選
択

・
家
読
ノ
ー
ト
部
門
（
小
学
生
以
上
）

　
家
族
で
同
じ
本
を
読
み
、感
想
を
書
い
て
提
出
。

　
《
景
品
》
①
抽
選
で
５
人
に
図
書
カ
ー
ド
が

当
た
り
ま
す
。
②
達
成
者
全
員
に
ヨ
シ
タ
ケ
シ

ン
ス
ケ
さん
、
柴
田
ケ
イ
コ
さん
の
文
房
具
い
ず
れ

か
一
つ
。

・
読
み
聞
か
せ
部
門
（
未
就
学
児
）

　
２
冊
読
み
聞
か
せ
を
し
て
、
お
子
さ
ん
の
様

子
や
感
想
を
書
い
て
提
出
。

新
着
図
書

今
月
の
お
す
す
め

～12月の休館日～
15月㈪、22日㈪
28日㈰～31日㈬

～１月の休館日～
１日㈭～３日㈯、５日㈪
12日㈪、19日㈪、26日㈪

あかちゃんタイム
　あかちゃんや小さな子ども連れ
の方などが気軽にご利用いただけ
る時間帯に開催します。
●日時　12月17日㈬、１月７日㈬
　　　　午前10時～午後１時　　

おはなし会

●場所　図書館おはなしコーナー
●時間　午前11時～午前11時30分
・おはなし「たんぽぽ」
（０歳から楽しむおはなし会）

１月はお休みです。

・絵本の会「はらっぱ」
（絵本が好きな方ならどなたでも）

12月20日㈯

今
月
の
展
示

お
知
ら
せ

 ルイカ
　 つうしん

図書館情報

足寄町図書館「ルイカ」　
開　館　午前10時～午後６時
休　館　月曜・年末年始
　　　　特別図書整理期間
☎２５－３１８９
ＨＰ　https://www.town.ashoro.
hokkaido.jp/kyoiku-iinkai/toshokan/

図書館情報
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ゼロカーボンシティ足寄の実現を目指して第39回

冬季の省エネに取り組んでみませんか？

　本格的な冬が到来し、暖房が欠かせなくなりましたが、できるだけ電気代や灯油代を安くした
いと思っている方も多いと思います。
　自分のライフスタイルに合わせて、無理のない範囲で家庭でもできる省エネに取り組んでみて
はいかがでしょうか？

①．省エネの基本
　省エネルギーと聞くと、我慢して使用量を減らすことをイメージする方が多いかもしれま
せん。
　しかし本来の省エネルギーとは、エネルギーを無駄なく効率的に活用することにあります。
まずは簡単に取り組めて対策効果の大きいところから着手していくことで、無理なく効果的
にエネルギー消費と光熱費の削減につなげることができます。

②．家庭でできる省エネ・節電
　家庭における冬季の電力使用割合を
見てみると、暖房、冷蔵庫、給湯で６
割以上を占めています。
　特にこの時期は暖房の使用が増える
ため、冬季の省エネではまず暖房から
着手すると効果的です。
　また気温が下がり日照時間も短くな
るため、照明や家電の使用量も増えま
すが、使い方を見直すことで、無駄な
エネルギー消費量を抑えることができ
ます。
※資源エネルギー庁「冬季の省エネメ
　ニュー北海道版」より

③．省エネ行動と省エネ効果
冬こそ日々の暮らしの中で地球と家計に優しい省エネを始めてみましょう。
下記は暖房機器の設定温度を22℃から20℃に下げた場合の参考事例となります。

▼ FF式石油ストーブ
年間灯油使用量35.5ℓの省エネ　→　約4,359円の節約
▼石油セントラル暖房
年間灯油使用量208.5ℓの省エネ　→　約25,603円の節約
※経済産業省北海道経済産業局「実践！おうちで省エネ」より

④．冬季の省エネメニュー
　その他、家庭で取り組むことのできる省エネ節電行動を例示しますので、この機会にぜひ
取り組んでみてください。
・電気ポットや炊飯器の長時間保温はやめましょう。
・重ね着や加湿などにより体感温度を上げ、室温を下げましょう。
・蛍光灯や発熱電球を LEDに、古い家電は新しく高効率な省エネ機器に換えましょう。
・追い焚きが必要ないよう、入浴は間隔を空けずに入りましょう。
・家族そろってリビングで過ごし、人のいない部屋の照明、暖房を下げる等、ライフスタイ
　ルの見直しをすると省エネにつながります。
詳細　農林課ゼロカーボン推進室　☎２８―３８６２（直通）

０％　　 10％　　 20％　　 30％　　 40％

暖房（35. ４％）の内訳

電気ストーブ
エアコン
こたつ

電気カーペット
その他

５.３％
１.６％

０.４％
０.４％

27. ７％

暖房

冷蔵庫

給湯

照明

その他

炊事

待機電力

テレビ・ＤＶＤ

洗濯・乾燥機

パソコン・ルーター

温水便座

35. ４％

14. ８％

11. １％

９.２％

９.２％

８.０％

４.８％

４.０％

２.０％

０.９％

０.７％

家庭における電気の使用割合（冬季の１日間）

☎…電話番号
Ⓕ…ファクス
Ⓗ…ホームページ
Ⓜ…メールアドレス

新
規
採
用
職
員
を
紹
介
し
ま
す（
11
月
１
日
付
）

　
足
寄
町
に
来
た
時
か
ら
何
か
の
縁
を
感
じ

て
い
ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
頼
っ
て

も
ら
え
る
職
員
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
に
信
頼
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
責
任
感
や
使
命
感
を
持
っ
た
職
員
を
目

指
し
ま
す
。
ま
た
多
く
の
人
が
住
み
た
い
と

思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
さ
せ
て
い
き
た

い
で
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
に
信
頼
さ
れ
る
よ
う
な
職

員
を
目
指
し
、
日
々
の
業
務
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

お
知
ら
せ

十
勝
池
田
税
務
署
の
確
定
申
告
会
場
開
設
期

間
等
の
お
知
ら
せ

開
設
期
間　

�

令
和
８
年
２
月
16
日
㈪
～
３
月

16
日
㈪

申
告
会
場　

�

十
勝
池
田
税
務
署
（
池
田
町
字

旭
町
１
丁
目
）

受
付
時
間　
平
日
：
午
前
９
時
～
午
後
４
時

留
意
事
項　
確
定
申
告
会
場
で
の
相
談
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る
オ
ン
ラ

イ
ン
事
前
予
約
に
て
お
受
け
し
ま
す
。
な
お
、

申
告
等
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
次
回
以
降

の
申
告
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
ス

マ
ホ
申
告
を
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

※
当
日
、
会
場
で
も
入
場
券
を
配
布
し
て
い

　
ま
す
が
、
当
日
の
相
談
枠
に
限
り
が
あ
り

　
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
オ
ン
ラ
イ
ン
事
前
予
約

　
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
細　
十
勝
池
田
税
務
署

☎
０
１
５

－
５
７
２

－

２
１
７
１

町
職
員
人
事

　本別町歴史民俗資料館では、企画展「ほんべ
つレトロ～昭和のお店屋さん」＆「７・15忘れ
ないプロジェクト＠ほんべつ展」を開催してい
ます。

期　　間　令和８年２月28日㈯まで
場　　所　本別町歴史民俗資料館（本別町北２
　　　　　丁目）
開館時間　火～土曜日　午前９時～午後４時
休 館 日　日・月曜日、祝日、年末年始
入 館 料　無料

詳細　本別町歴史民俗資料館
　　　☎２２－２１４１（内線４１０）

　随筆・俳句・川柳・詩・随想など陸別町にゆ
かりのある町内外20人の方による作品が寄せら
れ、11月１日に陸別町民文藝誌「あかえぞ」第
42号が発刊されました。今回のテーマは「陸別
町と私」で、テーマにちなんだ作品が特集され
ており、また川富士立夏さんから「大先生の「塞
翁が馬」」の特別寄稿も掲載されています。

頒布価格：１冊　５００円

詳細・頒布場所　
アートサロン「ガンビー」� ☎２７－３９８２
陸別町観光・物産館� ☎２７－２０１２

陸別町民文藝誌「あかえぞ」第42号 本別町歴史民俗資料館企画展について

池
いけだ
田　麻

ま い
衣

総務課総務室
総務担当

年　齢　30歳
出身地　釧路市
趣　味　観葉植物
を育てること

山
やまざき
崎　翔

しょうたろう
太郎

住民・出納課
住民室保険担当
年　齢　29歳
出身地　芽室町
趣　味　温泉
　　　　サウナ

鎌
かまだ
田　明

あかり
里

こども・健康課
保健福祉室福祉担当
年　齢　21歳
出身地　音更町
趣　味　料理
　　　　洋裁

から町別陸 から町別本
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田中　望心ち
  ゃ
   ん

� （令和５年12月21日生まれ）

　毎日にこにこアンパンマンが
大好きなみこ♡笑って泣いて怒
って天真爛漫なみこが大好きだ
よ♡これからもお姉ちゃんお兄
ちゃんと仲良く元気に育ってね！

優子さ
んの子

上平　上平　彩彩
あ や のあ や の

乃乃ち
  ゃ
   ん

� （令和６年７月18日生まれ）

　食欲旺盛・好奇心旺盛でいつ
もニコニコ、お姉ちゃんのやる
ことなすことを全部真似しよう
とする彩乃ちゃん。お口に入れ
るのは食べ物だけにしてもらえ
ると助かります…！
� 啓太・千晴さ

んの子

ひとのうごき

11月末の住民基本台帳

人　口　　５，７８８　人　（－14)
　男　　　２，８６３　人　（－10)
　女　　　２，９２５　人　（－４)
世　帯　　３，１４１世帯（－10)
※住民基本台帳法の改正に伴い、外国人住民
を含んだ数値となっています。

今月の表紙

　10月23日㈭に行われた「足寄小学校３年生
防災出前授業」でのスナップです。� 　

　「うちの人気者」では小学校入学前のお子さ
んを毎月２～３人掲載しています。
　兄弟・姉妹で一緒に写っている写真もお待ち
しています！過去に掲載したお子さんも、掲載
後１年経過していれば掲載できます！
　掲載を希望される方は、町ホームページ投稿
フォームからお申し込みください！お問い合わ
せは役場まちづくり推進課広報広聴担当まで。
☎２８―３８６３

うちの人気者
投稿フォーム

☆広報あしょろも２０２５年最後の号
となりました。今年も１年間ご愛読
いただきありがとうございます。
☆広報広聴担当になり９カ月が経過し
ました。取材先では声をかけてくだ
さりありがとうございます。いまだ
にカメラの設定や文章作成に四苦八
苦していますが、引き続き皆さんの
元気な姿を広報あしょろを通してお
届けしたいと思います。
☆年末年始は、皆さん健やかにお過ご
しいただくとともに、交通安全・防
犯に気を付けください。
☆来年も皆さんにとって素晴らしい年
になることを願っています。

掲載を希望される方は、役場まちづくり推進課広報広聴担当まで


